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i 
BE RACER Sie AIL 8 10, SL KR 2-2, 
HAE 49 +) REO SWRI BES SEM Gt THS LOTHOT 
BEARERS 6 207 BILHEN IE, これ 等 の 一 部 は 石原 岩層 を BATS % ee 
ra Lik Bybvrc eid] Shaina AKA PICT SEO SAUTE 
bo Le AOMAICRU TE, 久 し き 以 前 よめ 種々 の 解 竹 が 下る 
れ て 居る も の て , MARI EBM BDL OO Hrs RMAVE OL BT 
定 し , 或 者 は その 一 部 は 火成岩 源 な り と 解 し 叉 或 者 は 在 來 の 結晶 片岩 中 に 
DEM DEA Ufc mi CAUCE LTB EO DAK 7K O te L MET SB 
SEH SEO) PERE IC iT LAA NK iG AES EEE an に 
近年 本 岩 類 に 就 い て 詳細 な る 研究 を 績 けら れ て 居る 市 村 慮 土 並 びに 小笠 原 
Bult, 2 ive BRIM: OTE EBL OM UI BOL, WHA 
ENA A & 0 BELTS & OD EACLE L CBRE 6 DMA e AUO RNIN 


Dill 


L) Be : SEAR IC A geil sees No. 22C A fil 7 年 う 
358 A, SES O tb AON DE (昭和 9 年 ) 3 
2) WHE ASS TEA * Dora a aE (昭和 9 年 ) 8H 


4 204C 2 ) a HB hy BK ai 


ERE IRIED LIS 2 4(BOKe (ALB ARAL ET S 4 OLMOT 
WAC BLO “ER a IKOPABLAE” IL, HEA dbs Pic aBor & L 
て 介在 し て 居る も の と 解き され て 居る も の の 如く で , MBO HMC labs 
BRIO T & EERO AC BES BAKE IC CAR I hi OK Ma TC HO 
ROE BHES UE SRD BE. HB LDOK ET SE SISTEM GKOM 
粒 種 に 詩 し て の ふみ 多少 の 疑 が 存する だ け で ある 。 政 に 十 等 の 殆ど すべ て は 
y< b & RD LIME CIE ites t UT HS CHS) と 記せ ら 
RUTH D (LABEL, My ETA LK PA a 2D) ESE PAS, PRE TE AD VL 
KOSS OK PULP TDA PES Be SFR] PO BDL 7S MWK oP ATT B&D 
と な し , Cave SR i 2 El a OMPH LIF tb OLE GMS GT So FED 
TULSA £ PE GAUCHE S LOM, WHA b, BABY 128, その 
TEST UWE EE 25 B Dy MEM WW TS D D>, SEO PLE OD Pere DM CT PRIME te BAK 
RAI DA ED LB GISO 

SER LATE BS 7 it ORG eA L255 DS SERIES ABE 
FEAR PRES UES TSO HR LT SLOCH SD, FAAP ALL, afi) 1] 
:, PRBS OW 2 EO AERC O, GMB WE OMEY O22 |2e 
FEO REM AOA ERT D Ze RIED, F OPE 22 SRILA D FE OF Sie 
岩 類 に 就 い て も 知る 事 が 出来 た 。 IRC PB SHEDS GARI & 0 PRE 
せら れ た る 一 標本 は , DEM, Hi ROE SM k OR CMD TER AE 
岩石 に 開 係 ある 混 生 岩 Ccontaminated rock) た る の 性 質 を 示 UC hit SBD 
興味 ある も の と 思 は れ た の で て で, Wi t OME LT, BBO HEH と BS 
ら る ゝ も の の 内 に は , MRO EH WE ¢ & HEX & % 決定 し 得 な い 慮 の 
中 間 性 の も の も 存在 する 事 を 史 報 し て 参考 に 供する 事 と し た 。 

岩 5 Bw 性 質 
本 岩 は 淡色 粗 粒 の 石英 及び 長石 の 集合 骨 中 に 有人 色 確 物 を 散 跡 し た も の で 
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外見 は Fa CFE IK RT SLOCH SD, BERICHT Ik Be PRA 
を 示 し て 居る も の で ある 。 題 微 鏡 下 に 於 いて 検 す る に , 路 等 粒 の 石英 , BE 
右 を 主 成分 と な し これ に 黒雲 母 , 白雲 母 並 びに 極め て SRORM AN AR 
Onis i 72 i As, aiid & DCI BUS FOR, BER, RESIN, 44 ROR 
BCT So CROW RYU & UT BRE ROE BED 
St CHE Bo 

Ay Fel ALE 2mm AHORA BIG AK aR し て 居る が , 部 分 的 に は 0-2 
AAO Dies OTHER AM CG UTS EDD So PME Stk 
WB Ie 7h WD OR Ze BL, 且 二 軸 性 を 示す も の が 多い 。 

鈴 長 右 は 路 石 英 と 同様 の 大 さき を 示す も の て , その 量 は 石英 より 生々 多い 。 
形 贈 は 不 規則 な 短 和 懇 型 示し 多く は ァ ル バイ ィ イト 式 径 片 双 上 品 を 人 争 し て 居る 。 
BE EER PORK OR LU EOD < なく, 時 に は RIP IO — MD 
Sih UTES btOD HAS. BRAILEO CHNeMWET Slo 2V=83° BA 
し , KEYVEE ACH GS. fr SAE ICFEN(E AbssAnss 附近 の 値 を 示す 中 性 長 
右 た る 事 を 示 し て 居る 。 一 般 に 微細 な る 絹 雲 母 の 徹 片 を 多量 に 含ん て 居 
Do ATH O—AB II Ik DRY BE O BE URE ODSLG 246 

微 狼 長石 は 粗 粒 の 集合 より な る 岩石 中 に は 殆ど 見 られ な か つた が な , 細 粒 
より な る も の に は 石英 , BRA FANE BIGHT 居る の を 見 
た 。 人 第 開 暮し く 比 較 的 新鮮 で ある 。 複 尾 析 低 ぐ 叉 屈折 卒 は カナ ダバ ペル サム 
KO 常に 低い 。 

RBS 0.5 mm 内 外 の 片 駄 結 曲 を 示 し 多 色 性 は X= 淡 黄 色 , Y=Z= iq 
HE CM BPE XCVY=Z CHS, KHBMHAACHM AIS hd Td ¢ 98 
EMPEY & OCHS, BKITAIS rp=1.636 C-HROTE MAO 
EDEOEEW LOCH So MHWL UCHIE FIP EU b の は 著 し き 多 
fakes し , LEAL AOS Kiana AT & OWLS Fa 7 7 7 Hitz 


AS 2060 4D 


a At TK to wh HR Bt ii, 264 


MURS 6 

HEE BRE LBRO 開 係 を 示す も の で ある が な, 後者 に 比 し て 結 品 
Hud <¢ AIM CHS o 

i 8 DG it TERE O (CSE BA ICA Ct OR eT 8, 微小 に し て A 
KER ARICA NK 16 Le OIE BME BLY TRB TE. 

RNR CERES SS ODEO SAMI SET Bo WBS 
(SEES UCHR Lv UO WEEE EP IS EAA & SORIA 2 OA 
し て 居る が , SO. HABAPIL MAPA DAML b BEL LIER DOK. 
DL EBEAR LISHED & ORS BOAT BAR 6 ¢ HABE DG BE 
DH We (2 Our THR 56228 OOD 内 の HR “ BRT Woe OE hi 
AAKORADLAR ” ¢ RRL SOIR ST 43D LAK SNA 

t & mm. 8 

AS BO) (CREDO SY し 商工 省 地 質 調 査 記 分 析 課 に 於 いて 新 に 分 析 せ ら 
れ た る 結果 は 次 表 (① に 示す も の の 如く で ある 。 Ac SMH し 最も AK 
深き 琉球 列島 並び に 共 南 計 島 中 花 部 岩 質 岩石 を 産 す る 島 を 南 よ 0 没 げ びれ ば 
Ati is, 沖永良部 島 , 徳之 島 , 奄美 大 島 , 屋久 島 等 て ある が な が, 今 これ 等 よめ 産 
S Ott a eB le UT 新 に ERI OMSNEALOON, REBAR 
産 の も の に 比較 的 近似 せる 成分 を 有する も の を 選ん で て 下 表 中 に 併記 する 事 
&é bike 

PIRI TH CS BETO Mort, He b UT 路 々 徳之 島 及び 屋 
ATED 4 の に 類似 し た 値 を 示す LOC-ROTEMBA KOMBAT x22 
内 に 近 き 性 質 を 示 し て 居る 事 は 磯 物 成 分 上 に 於 いて 見 られ た 所 に 一 致す る 
も の で ある 。 HE BAOD ICBM 72 LHR T SOI BARRED 4 OlL 


1) BU tK + eee Sess, Vol. XXII (昭和 7 年 う 349 8 
2) Witt Aaa A LMS Sb OO PAlc (agranite, granite porphyry,adamellite, 
granodiorite, tonalite 等 の 深成岩 を 含む 
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I I m1 IV 
SiO, 69-53 | 69-53) 6814] 68.60 
TiO | 083) O31) 0.57) 0-22 
Al203 16.37 | 14.85 | 16-79) 16.02 
Fe203 0-33 | 112| 0:40| 0-16 
FeO 391 | 287; 403] 3-74 
MnO 0-01} 0-06) 0.08) 0.08 
MgO A US 389 | 1-10 
CaO 254; 137| 286) 2.86 

| Na20 298 | 516| 279| 3.48 

| K20 230| 277) 262) 3.84 


Ign, loss 0-80 1-42 0-38 0-50 


Total | 100-19 | .99.97 99-71 | 100-55 


CT) WE, SEP TERE EMU i COURIER TT) 

CT) PMSA A, AEE EE CARMX RD 

GU) 7 #4 a, BEM ICOM HAMAS BR THT) 

CV) MATCH, 屋久 鳥 千 頭 山 BRRZ HR THD 
(RICE, Hk, BK, 7% GIT 6 BTORsD 4 is eR し て 
居る 。 Mb LR a7 VCR LK 4 OIL OW THR RUE BE 
の も の が 最も 高い a の 値 を 示 し て 居る 事 に 注意 され る 。 AIM O We 
al-alk-fm-c 四面 鏡 に 覧 いて 吟味 すれ は, SAE & の は 標準 の ァ アダ メロ 
岸 に 近い 値 を 示す が 基 成 分 より すれ ば は , 純然 た る 火成岩 と は 云 ひ 難く BR 
igneous field と sedimentary field と の 訪 界 陰 近 に 位置 を 示 む る も の で あみ 
So 即ち 花 賜 岩 質 岩 右 中 に 少量 の 笛 土 質 水 成 岩 の 加 は つて 生じ た と 信 ぜ ら 
る る 打 調 混 生 岩 <contaminated rock) と し て の 成分 を 示す も の と 見 る の が 
最も 適 党 で あら うう 。 

剖 洪 に 近 き 花 賜 岩 質 岩石 の 産地 と し て 知ら ゃ る も の は 衣 岸 の 支 政 に 於 け 
る ぁ る も の は 嬉 く 摘 く が か, 琉球 列島 に 於 いて は 石垣 島 で , 同島 に 於 いて は 於 茂 登 
策 並 びに 川下 に 産 す る も の で ある 。 こ れ 人 等 に 詩 し て は 新 に 四 個 の 分 析 を 得 
た が , こね 等 の 内 特に 末 酸 量 の 等 し いも の を 上 表 に 癌 げ る 事 と し た 。 

HAZE BEOBRAD 各 化 斉 成 分 を 架け げ る 事 は AIT OD, MIO AA 
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DU fe BS 2d HFS SOI EKAICBIR LO UD 以外 は いつ づれ 
LEEMBIC Bt &OC SiO。=73.90~75.672 を 示す の みな ら ず 他 の 成分 例 
へ ば K,O 或 は CaO 等 に 於 いて も 可 成 り 著 し い 特性 を 示す も の で て で, 琉球 
列島 の 花 賜 岩 質 岩石 中 稽 を 々 猫 立 し た 性 質 を 有する も の た る 事 を 示 し て 居る 
OMIEATSS CHS. LINC 1K AGI REO OR EBHE 
Mat AUD は 偶然 に も る, SEB OREOW WE (TI) tik SiO, を 示す も 
DTHSD, Ltrs WORM CABS EZ, 並び に 屋久 島 に 於 け 
る も の に 比 し て は 可 成 著しい 差異 が 認め られ る 。 HIUMOM <¢ 5 ARVED 
も の は 純然 た る 火成岩 の 成分 を 示す も の と は 認め 難い が その 本 源 が ァ ダ メ 
ョ 岩 に 近い 成分 を 有する も の で ある ぁ ら 事 は 推 祭 出来 る を ので, COW OAM 
FORMS LR RRA BE CV) 及び 徳之 島 産 UD の みな ら す , A 
垣 島 を 除い た 他 の 琉球 列島 又は 摩 南 列島 中 に 人 艇 達する 花 賠 因 質 岩石 と 窓 接 
な 闘 係 に 在 ち も の の 如く で ある 。 HERA 2 OWES EO KREO TE bd a7 
Ba BB Cla, PPA AAI & O) LIE 他 の 機 答 に 於 いて BRED B 
BETH as 
結 言 

以上 記述 し た 如く , BR REOS Sole SBE Mo}, SEDIE ONS Ee aay & 
OSL, Kites t BRC OMRADBEAK SB BIRO LOCHS 
ORAZ SF DARI Te Bk ees OME HME Re ORE IH 22 82 TENG] Ze 4 B BE 
(LK SIC HS. MLR EA b Bp ABR AR LC HEMIS % HER 
Hal 8, CaeREREET LO, MALNSPB=aRV AH LaTs 
OH O Casta ARTE KG VINCI Tid, RAO WAAL O 位置 を 決 
WES BAL IE BAS WROWAFE IRAE Ge, | 


1) FSS? DAP AR MER USER IC FERED S PERL CH Tic He 
て , WA Meee Vol XXXXIIL 0% f 11 4p (ARS RE SEEN MD) SRR, 


線 267 a a : 報 一 涼 本 209C 7) 


零 才 の 東部 を 占め 南北 に 走る 結 量 片岩 左 は 部 分 的 に は 火成岩 の 導 入 に ょ 
6 eee PE SiO te 跡 を 見 る 事 が 出來 る が , BH UT ik 大 規模 に 行 
は れ た 一 般 迷 質 作用 下 に 出来 た も の と 見 る の が 至 洛 で あら うぅ 3。 然 し その 内 
Oni a A 22 SAN RASS SMES, それ 等 の 性 質 は 我 が 三 波川 系 Beeld Hin 
率 に 属す る 結 量 片岩 類 と は 大 に その 趣 を 異 に する も の が 少く な い 。 特に 本 
文 に 於 いて 輝 べ た 様 な 花 痢 岩 質 岩 石 と 密接 な る 開 係 を 示す も の は , 三波 川 
ARLE Hey St ROBES Lc A CUR ATI & SOP Ze LEO EOTH 
BS) LE LEI Fed 


bee る t の な Z 事 re a. 


8 1 PNG HO LEONA APRN 2252.0 (=, IPMS & 移せ られ て 居る 
LORGARE O BAPE T SLOW. KARRI ABE 
iil iach lala (LANGA BR AT Ret Ze 5 CaP 
Ae LTH Bo EMUEN TM (HAE AWD BOIL, WEY 開 係 並び に 岩 
ABN &OPAOKAVIO SO UTILITIES BDBBMIW 
DHEA IL CEO NIA BLO “HERA PABA” ¢ HRS SEO MIE 
NERO) “TEM bie” と 稀 す る も の が 諸 所 より 報告 せら れ , 丈 に 最近 
OD ELE HSU Tk DEE BANC TRO THM te SAK MAVED 4 OD BE 6 GEE 


LD AG eS THULE — + ee I, Se Ba Pn EA ELA) 

2) AGE RSE ELE = PS TBI] WR, SEAS aL BE J BE CHR Bl 9 年 う 

3) SE ALAR S HI BES SH MAP GAB, 7-7 ODT KRA RU 2 
SVROC’O KHL CLT BE OTM STEMS V CEG MBB IV 
XXII (昭和 7 46) 346-358) 
APUG 7 (CHD 南 漠 ょ り 楓 樹 山 潤 を 過ぎ る も の は IEWMAE LT, 
KARIM EN Yo KURA ROK BARRAGE LV FEREREWR IC 延び る ゃ の は 
HE Re UL CDERBL ORES U, CRP, (昭和 9 年 ) 8 
210 4) 
A? VIMEO & OIC LC (LHI BEB: 1c Kk SHPIMS V, ABA x 
れ を 雲母 草 長 石 石 英 片 岩 と 呼ば れ 岩 石 第 上 これ を HEMAMO LOL 述べ さら 
れ て 居る CBSE Vol. XXXXIT. (昭和 1046) 790-795) 
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LCR 2 BIH THES BI BOKS CDT 8 SMP EEABIC 
PSU CHRIS HEE LBB GtU TBH BOONE AKMAVO tO & Ke 
源 の も の も 共に 含ま れ で て 居 た も の で ある 。 BERT SSM OIE 
訟 岩 Corthogneiss) & HEH WEEE Cparagneiss) £ OFHIACIS HN Tits L 
fl 3 {4 zi: (contaminated rock) の 存在 する 事 で , < Oly HHO ABI IE 
UTRAMS § OLAMORARE OMRT2IER 6 ¢ SBM ORES 
る 他 の 局 域 に も 分 布 し て 居る も の の 如く で ある 。 HREBOH bole BW 
て それ が 水 成 岩 源 な る か 或 は 火成岩 源 な ぁ か その 決定 が 願 る 困難 と され 種 
々 議論 せら れ た も の が 多く , 若 し 布 者 が 共存 し た と し て ゃ も WEEN PGT 
の 境界 が 制 然 と し て 居 な か つた の は , これ 等 が WED wear bt ite EAA. 
し て 居 た も の が 多 か つ た 事 に 拓 る の みな ら ず , それ 等 の BACH TBA 
香 に 於 いて 見 る 如き 中 間 性 の 混 生 岩 が 人 和 達し て 居る 事 の 多い の に 原因 する 
も の で は な か ら う ぅ か 。 但し 筆者 は 未だ 全く 野 業 を し て 居 ら ず 小 敷 の 標本 と 
文献 と を 本 と し て 婦 像 し て 居る に 過ぎ な い 。, 吉 に この 推定 を TPT SCHR 
て は る め 得 ら る る や 衣 や は 疑問 で ある 。 有 要する に これ 等 各種 の 片 研 央 の 根本 
の 性 質 並 びに 分 布 を 決定 する た あめ に は , HHO LOM KAE OWE 
と 相 供 つて , 此 後 更に 綿密 な る 化 鼻 的 研究 を 必要 と する も の と 信 ぜ られ る 。 
HES SIL BOAR CHALE AB BREO AB eB Gtut 
2 PRB L, LD BOMB TICH L LATA Batt 商工 省 地 
AAAS し , MMOH AFC BLOC Aa ES 教示 を 賜 は り た る 市 
AEB O EUR L, 裏 心 感 謝 の 意 を 表す る も の で て ある 。 
CAE ti ea aie IA PS SPE EA ape) 
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BEAAOSRUERE ICM SULA, 
AE SE Eh OR, Sei HS O AKI T 


my: Te A A BS 


Md: of) 野 長 俊 


緒 言 

| ORAMEL IS A AMR GTRERERRE > BB) OFAC HE 0, ANIBR 2 © ER 
HRD ACT ILE +700 m, WY ALR ICME O) POBEREH DG に 隔 た る こと 約 
1500 m OPEN HO, BERIFIC IC IL, F OME PHT LAS B baeaRS 
Pa BEAT AB A (Oppu) il) ¢ FEL, 重要 銀山 の 一 た め , AAKEL AO » 2 
産出 せる も , SABRI BRORBI LOPMLOL TOK 明治 の 中 葉 
CBO, DRATUOR UL し て 一 時 再 紅 せ られ た れ ど も , DEROIBAR CHL 
則 な る 上 , 寺 内 に 温泉 泌 出 の た め , 再び MN tk oO, その 後 一 旦 重 卓 石 の 探 
掘 を 見 た る こと あれ ども , 選 を 絆 績 する に 至 OS. BUM せる も の の 言 
(PRA AK, BAUR PK AMEE, BSED BA O, HERES その IGE 1 RRA 
iin tLOM PER S も, BESS TOM 2~3 寸 に て , 速 か に 断 績 せり と い 
Ao SKMAPRA OMT Id, 石英 中 に oe ee eee 
WIE ROW AM SA, MIME BMP O LEB 

FHL a ET OF BS (AT LES, その 業 示 だ 進捗 せ ず , 僅か 往時 の 探 
掘 物 を 搬出 し , その 観 宗 に 供し 得る の る み , 筆者 の 一 人 WRI, AGG A 
問 氏 の 好意 に ょ より め , それ ら の 標本 を 比較 的 多量 に 得 , その 性 質 木 邦 多 数 の 太 


L) op see, 二 十 萬 分 一 能代 彫 幅 地質 説明 詩 ( 明 治 27 年 う 135~137 Hs ARP 
城 , 七 高 五 千 分 一 小坂 岡 幅 地 質 詩 明 書 ( 昭 和 6 年 )31~33 頁 5 NDF aera hh A 
WEaK oR 32 巻 (大 正 14 4p) 106~116 WER, 

2) hr IRC CH) ROKK MY TE ATK IC £ Bo 
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WORDS SLOLREDSRPMOKSBUT, TNREIMTS 筆者 の 一 火 
中 野 の 反射 題 微 鏡 的 客 祭 結果 と 共に , これ を 概 報 する こと と せり 2。 
mA Oo 性 B 
WED LIER TC 種々 を の も の ある が 如く , 筆者 の 得 た る ぁ る も の の うぅ うち に も 
炊 の 敷 種 を 含有 す 。 ‘ 
1. PRARIC DOCH L UTM EMERO BiH t OMS BO 
2. fy BENE BA GI LC. HRMS, RHE ae OR FBI IS 8 
3+ ARETE UC, Ieee, RUGHE TE SV, FU BRU, Bein EDI AE 
細か き 互 層 よ 0 め 成 る も の 
4. SBIR IVA HIKIS し て , SEDO HR FRBE A Ze fF 75 O, 多量 の Dan 
SOK, EHD Ze 7 TS & OD 
I. PARR RERACELTOREBRRKOSD -—-SUKEICLT, 2 
Wirt DUMBEST tus, BL UCHHMAORMO nt, COM 2IIT S 
an Oi é k OMO, BARA OA th 個々 に SHEA し , BIA BE UT, 任 
意 の 方 向 に 配列 し , A She BE LC AE SBS ¢, RLG S ERO RA 
の 内 部 に , を 交代 し て 生じ た る も の な る ぁ る べく, AGSMRIE C26 ORHA 
OBR sets ob, —ABIt HRM Za Bs, BHAOMMRBRE CEO 
iE PM S eA Oo 
TI. itil SAR, BEWETE SO, RRS I BCRRHOLO 一 遂 最 大 lcm 内 外 
DFOZLROR MDS BAO &, COMES S EBD BO 爵 結 
ME SOMO, (H-ERO TBH) BID 9 ち に は 次 の 敷 種 を 選別 す 
“Lo 
C1) BROW. AFEI~2 mm 以下 の 細 粒 に し て , PEA ATT te & 
6, MECIK 24S EOD O, fart Certs SAK AOBE & Bw 
bBo 
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$y LE OFM © JX FA ARR WY ESE C 30) 
J ADRS ow BYERER TR m FSR 
q AR OR 岩石 破 庁 


$y GOLDER PAE BA AY BSE x C100 
1 貢 岸 の 破片 2RKRAOMA 3 AK 
4 BuRSERR «=>. HERRON TR 6 BEteDe 7 空隙 
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(2) HEE ER DHE tS EO —HeK Lom WP OR BAKES 
WII UT, BURRESS OAM IEA EL & 75 O 元 來 の 成分 並 に 構 
Mie RDMES &, (Ee RAOME LIES 2 WEE eB, 石英 粗 面 岩 
LER O PWD & Bb 6 > BIA). 
この 種 の 破片 の 一 部 分 に は , JE A Gael 25 BRAK Ze We LC, BY i Sev 
AC ORME TE SADR 2 BOREL, MRIS Ik S22 ら の 集合 と 化 し , STE FM 
MOA WK 7s DERE LBRIT SL EDV 6 
(3) HR HOW+. ANRC OSES CT, RUBE Ic 多 敷 の HIAIRBO! 
IBHROL A 2G A, 秋田 油田 の 黒色 頁岩 の 一 部 に 類する が 如 Lo 
(xe) 
(4) FRROPIBEAIRHODUT. MCBEND 石英 と , HARM AT 
ORM LORE k OMS WH AE b, 後者 は その 輸 廊 を 保 
つの み に て , OBE HEE PZ O BUREEIRO IE GC BRE 0 。 
CLAUS OMI, PBS Sb Olt, He し て 繊維 部 谷 確 , GICAL SK, BU, 
SECO, BALA, BRER SE LC, ARUE It UE LOR AS B BK 
ize L, Bab Ald HBBMIROA Le BL O, ST HEALEADEIL, これ ら の 球 
A, BUR ARG (CBE OK OWE Ze ABZ ALO TC RIK KL, その 外 
(8 Ze BE (AE MONE & ok Cat RLU, SETS, BREESE OIE A 2 
VA CRO, LATA S Wr £ Wer Ze BA L, Blt その 間際 を 残存 し て , RRM ERE 
SHOE folk Cte L BUIREENB & OWE 2 DAC BEBE St © COB SIIB). 

2 < OHMS ASBED IS AE Oe <M Ve RIES BUT! RE C Els これ 
Ze 1s DMURELAD AORICIENNC RES 2 5.0 &, TAS BRN A AH 
BO— WI AAOREA 2 Bs BUFO ABE IRSA, CLE AN 


L) 木下 氏 に ょ れ ば , ABE OPEL (SAARI te Ug 


"Aho 


ee 
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EI, SOBRE % FE OPM Ae LATE し, welt  OMBRIN & BIE 
BUTRBYSEOL BUNS <, LORNA TE AVEO Ie 6b & 一 部 
分 が , PERE TIE EO OMSL LRAT ELDERS LU, 

TIL. TELA GMT AS SRL URS BROS (CBOE 
参照 ) Wal RRA RG OZ KO, 極め て 美羽 な る HK ze A BR 
FAOMII. UT, CORI EK, WARS KL, Ste 一 部 に は 前 
ACEO DE DS, TALS Ai) 7S SEK IM OC, MOR CMBS SB 
BAO, KILMPRIN ES UT, 更に 他 の 磯 物 に 被 は る 場合 等 あ 9。 AMES 
も 屋 々 重 上 品 石 を 促 な ひ , 叶 に その 訴 基 結晶 が 。 前 記 の 昧 妄 に 規則 正しく 被 は 
る ゝ 場合 あめ, ARGO fe ME HERE FEO Os ALAR ES 及び BEET OVE 
ALS & BH LC, その 断面 上 美観 を 早 す 。 これ ら は 明か に 既存 の 岩石 の 表 
面 を 被 ひ , Oe SIS ABR IC LIS EDO 

IV. SHRRARUBMER LELTSRASRKRERKORE 故人 答 紅色 の 
集合 中 , SOW HD) ae SoU , 黄銅 暴 と を FEO HD EOI, その 淡紅 色 
の 部 分 は , BEE Fc ETE ROB ROI, SORES BAER 
を 有 し , 後者 は 肉眼 的 に 上 願 る よく イネ ス 石 に 類 す れ ども , 了 閉 管 中 に 熱し て も 
KRBECT, また 臨 酸 に 犯さ れず , ABE PIS © O BINT a Be 3: OP sms 
程度 に 過ぎ ざれ ば , Veilo THB Lb BUNS きも, LOMOME AZ 
の 資料 少 き た め , LEER UIST. - 

KD HE i O 6 
Di bWtS te 6 BUR OE 7S BMT 2 Ha CRUE KOM し 


方 & WECGalena) PbS, fit ak 4h WC Jordanite) rise 293 
Bj a gt WigCSphalerite) ZnS, EME ah GABE C Wurtzite) ZnS 
3 GY 確 (Pyrite) FeS., KY $8 iC Marciisite) we rs 
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& 3 A(Barite)BaSO,, WR EE 酸 CColloidal silica) 


TOF HICTUMH ES UC HMLEMIE (Jordanite) Oat Henn FADE CW urtzite) 
に 就 て 記し , ae inefeHikRnodochrosite), (2 S&F ~ Lo 
ht at 4 we (Jordanite) 

KO ASPET ORES TC, < DARE Ar BE RIDA E bo Hea 
HLH OE & Ze KL USERS, COB AeA AE 熱 す れ ば , HIRO 
華 物 を 生じ , 之 を ァ ル カリ 深 液 に 溶かし て 忠 酸 を 加 へ れ ば , OCA ORE 
(OVER AES SL LI KOT ABI AszSs の 存在 を 知る ぶ く , 木 談 上 に 
熱 す れ ば 了 酸化 節 の 黄色 昇華 物 を 生 ず 。 

% OIF RMB TIT 22 1S BEF CARBS ST Bx, 明か に 非 等 方 性 に し て , Wee 

IRA (ICES SD 22 DAT, A AE EA SS SRI ET DH CME IRE» K 
の 如 Le 

HNO g(conz) jf & iC FEY LC BRT 


HNOg(1:1) FRBiCHR PE & V WICH, FE EE eat 
HCI CL: 1) #4 IC PR ICE CSE EHS o 


FeCl BA EBM eb, 方向 に ょ つて 多少 褐色 を 滅ぶ 
HgCly HD CW DICE EME 

KOH wth tr Lo 

KCN fk te Lo 


Ctub6 OMe ltt ct Davy-Farnham, Farnham 4¢0) Sik Bei) Bee # (2 2b 


He GD » Ica (Jordanite, 4 PbS. As2S3) に 一 致す 。 


川井 景 吉 i 氏 は 管 C AN 2k ee LL ES ES Ja 2 NT GR ESC ER CFE LC ABROAD ik & HT 
し , 
Pb 69.56, As 10.32, S 19.44, Fe 0.45, 合計 99.77 
を 得 , こ の うち Fe を FeSo の 混入 に よる も の と LCTHRAKS LORARAIC 
SAS LI 3 fifi 
Pb 70.4 As 10.4, °S 19.2 


に ょ り , APROAIKe 5PbS. AsoS3s と 成 し , CHeEBPWLRY, Bow 


1) 前 出 。 
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CReniforite) #3 WME EM Sas, D HBA eS PE Bic HSC, Jordanite 
4PbS. AsoS; に 一 致す る の みか なら ず , HOMME 4 PLS. AsoS3 及び SPS. 
As2Ss に 比較 する に , 


hee eas | cay | So CS 
4PbS. As2Ss | 688 |, 12.5 18.7 | 
j 16 pe y 05 
E71 EI 70-4 10-4 19.2 

| \ 1.4 | 0 ae 
BPbS: As2Ss | 71.8 10-4 178° |) 


に し て , MHRICW TE % SPS: AsgSg に 一 致す れ ど , MRK KC itHTC 
4PbS. AsoS3 即ち 普通 の Jordanite に 近 し 。 況 や Binnenthal に 於 ける 代表 的 
Jordanite さ へ その 多少 風化 し た る 部 分 は As203 OY PAE DMS 3H, 
APZEO AX UV LHe L CHR EMC, HEA 

Pb 72:37, As 8-99, S 18-63, 合計 99. 99 
な る 組成 を さき 示 すこ と と , 棄 に Guillemain” 家 載 せる 所 な ね れ ば 特に 分 析 人 資料 の 
少な か り UYSWLORROMBK LO CHM LET SRB SY SN 
HEY, C2 Ze Jordanite  U-CHRE Y, 


AWE SFE 10 REDE OREH ONE, ASRBRO DER, EEG OMAN 
22 J BD PCB LC. KD EIKO RIG AT BRB Lb, 稀 に 
HE NK RE Ze LC t OBI K OMS SYS O GB=BBIA), 叉 時 
1 oT BP EME 2 AR FO — BB (= ALA KaG (k I) ERE TK 22 UT 
介在 し , BLL AHE 2B EWE Ee) dy 7 DROME 0, 2 EAMG LCRA S 
を 示せ りり め 。 LCA A PROM CSL GS + 六角 形 の 輪 廊 を 成 し て , 本 
PRO MPDOIMES 25LS 0 tH0, B= 3 PLZ PWD (ME 6 Do 
CBE TT PDS RY BILD BRO 途中 に 於 て , ATRORG IS EOT 
変 代 せら れ た る も の な る べし 。 

2.42 PIRESBSE > BPMaT AS, WH AGO BAK (CMB 6 
Do aa AsgOx Bl) 6 at aye(Arsenolite) (= UT, Min (LAU, A 


his Galiemain: cae: Diss, ipa 1898, Ref, Zeit, Krist, 33 1900. 76~77. 
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FECAL £ GHEE PET 0 
@ # ER $2 UE CWurtzite) 

本 確 は 常に 暗 赤 栓 色 弧 窓 の 集合 を 成 し て 出 で て , & PRISE eA し , 一 
FLSA IMMOIE Aa LBL SD <BR TLS, Ze AR LC HATA 

EME DRA Ze HE, 冷め れ ば 白色 , HAR 2 28 eb Hee IC BER te 
(SECON UC, 以 て 亜 負 の 反 應 か 示 L, oc 
WU, CORA UR LC hit Ci ADS, 容易 に AU, © OAREEC ES 
し て 明か に GEE 22 PHS 2D, 閉 管 その 他 の 反 應 に 於 ae ンチ モニ 
ーー 等 の 存在 を 示さ すず , EL UCHR LM E K OMNES, SORBAIK 
ン モ ニウム em ダネ イト を 加 ふ れ ば 濃 紅 人 色 , 黄 血 臣 を 加 ふ れ ば 深 藍 色 を 時 し 
鐵 の 存在 を 明か に す 。 

ZweM HL UTR Bll, TT) Bie ok a SE (HSU, 直交 = コル 下 

こ 明 か に 非 等 方 性 に し て , RK e RT ASO, BM cls Am oe 
行 繊維 の 集合 よめ り 成 0, ま た 球 題 歌 を 成す も の に 於 て は , Ba EAE Die 22 
示し , 直 変 = コルド に 噂 十字 を 示し, DERI SB Mt Wi EBOBS 
に よく 類 し , 繊維 は 乙 の 方 向 に 延長 する こと を 明 に す 。 この 募る LEIS 
Ar WE Vhs ADEA 2 DY SEZ SES” し て , RGAE RE SADE (wurtzite ) に 局 \ } liters 
TSO) 

2 eT LC RABE F CHES 2 IC, REN RA e by MAIC 
つて は 黄色 乃至 黄 赤 色 の 内 部 反射 を 示し , 直 変 a> FILS LOMB 
更に 一 居 其 だ し く 、, 試 薬 に 詩 す る 反 應 は 次 の 加 Le hs 

HINO s3(conz) 338 oC WER 7 SEER LL, Bt CREIHE SE & TT 
HNOg(1:1) @eCHPOLMERT, 

HCl (1:1) ko 

FeCl (20%) 反 應 きず 。 

HgCly (sat) RA EMME te Ly WY DIC BRD SMS VG 
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FATA AGO TDR A BE HOEY) HSE) 
Ze ©X30) A Cx 100) 
) ents ow ACHE RISA m AGM q 石英 


HIKE AL 2 FRC AY BA Ba 117 HE) < 80 
J Beats: w BEMIS om fPoko r Seine tiene 
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AEE MBA DN 2 BR GORE HIE 
CAs ? JAAS = 2) em) , 
DAO w AME Wig ob TAL ge 


# nr 境 


EWS HEE R US % 0 FH 09 fo 
(透過 光線 ) う x38 
R ZWEI ow MMe moO q TI s WSR pee 


綿 279 Ge Utter Fo 7% 本 22119) 


x 


KOH (sat) ile or 
KCN (20%) TRE Fg 
KMn0O 4 (acidic)7% x IZ EM LCA OMSER DN DIK, 


ASHI Va TENT OTP & A=, SOREL D MSG Ae 成す の みな 
BS", 徹 細 な B BRR (eC; BO ) > SyBRMEBL CHI 散在 する 場合 あり 0, 
ae I MIC RKE OI BLO, Tae ie ZO OA, SWE, BEB 
2 SEIS Ally & ALTAR Ze SL, NEE ATMA SEC, SE OD RB 2 
(ee HAS BEES る が , 時 に は それ ら と 互 麻 を 成 し , 時 に は 逆 に ABO 
BID, © OM BR Ze iA, FARO OR HEME Gs 場合 あり て 
それ ら が 前 後 反 覆 ot その 成 生 eH Seg を 示せ 0 & 

= DPMS LITE 0.1 HERO Weenie Oleh Ze i し て , Reith] OR 
(SMI IMES BYE dH OC, 準 脇 氏 に 最も 特有 の 構造 を 示 し , Bale LE 
TREE & FELx, SOBRE O PR 2 FELS L, BIS SE TAEMO BUR L BD 6 Ds SE 
Hanh ile 2 ROC, BHOMILHE DS -BEHO TT, OMA DBE 
FAFR TSO CATANIA L & BAR OCA 2 HED o 

BH 筐 1 isd (Marcasite) 

DAA PAU & IE ASH OAL Ae CS % Oc ASHI marcasite)\= LT, 
[AL IEARD DERE, COP SIEVBID, 惑 は 不 規 則 塊 欺 を 成 し て , SBR MEME 

PERG WHE L, STEELE O SUBD Ie WORD BOL, CON, bea 
SM, Sei MSHI EFEY = WE fe Hilly Flite WUC BU i の 記 成 分 を 成 し 
Lib EMBL CME Liz BRETT ; "3 

本 想 は 研 礎 面 上 淡 落 色 に て 淫 き 上 り て 見 え , SLRS I te EF bo Tr 
向 に よる 人 色 の 相知 は = コル を 用 る ず し て 既に 注意 せら れ , ME = 2 PE 
BS Clk RAB Ee EA EO ES, TARE KOTRA IBY Oh, そ 
の 構造 や 一 悦 明 に する 外 , 酸性 KMnO, (2 kOT HE (BRE SSIES, 
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HCl, FeCl3, HgCl., KOH, KCN S# (= CRIE ZS ¢ , ARO MBSP IA Cac 
G75 BAM KOM O, PEK O & ONE MDS OK e BFS LLA 
OZ | 

% We i WE CRhodochrosite) 

ASSES BG FRAG & SENS PRAT PRK OMA Ze WES Yh, Hie CSE A aa AINE 
石 の 表面 を 被 ひ , FEARS hl AKO Zell 2 L, wk lt Foie MO, FE fail 
WKS U, Ds る 部 分 は 題 微 鏡 下 RA +k OMS Td), FEAL 
RF FTIA) EMME OTLEME ke 7A? OWNS 7 > = Fie 
DILME AR SST, HOCO—MILW 2 MMO IVE 2A し て , これ に 下行 
7k Vib Zeas し , Bk PI HH AMO FR ears. 且つ 木 確 は その 色 
常に 淡紅 色 に て , BEG (SARA L780, +» WO ORAER KO, MOTH 
Di ETE he DEAE SE ET EO SP AT ELE OBE, 木 確 の 分 析 を る 試み た 
る 結果 

CaO 7.10 MnO 52.64 FeO n.d. COF 39-47 42} 99.21 
な る 値 を 得 , その うち の 車 な る 成分 は 

MnCO, 85.27 CaCO, 12.71 
1k © 7EMED OD, AWE 7 7TH A bILIES UT, MEME BT L 2elED vd 
た 0%。 

AS BES HS CRE SUK H BIL SF OBIE AEAKO DBR EO, ER BO AARC 
BSEICT OFA OPMMED § OILS © LIC UT, 内 部 は EIS SEO UepY 
を 有 し , ほ ヾ 均質 に 消 光 し つ ゝ , な ほそ の KMD 配列 に より め , A LEARD 
ANE AB し , 牙 は 外部 に 趣 く ほ と ど , BIRO BBN Bau HE L, Bl Wit 
TAME IKOMBSY = EA 4 OH gui Se CF, 何れ も COMEBIKES £O 品 化 し 


1) 木下 錦 域 , 川井 景 吉 , JER, YE DAE (大正 15 aR) AS 24k, 


ea 


ae Wh Om Be 本 203(21) 


ROBB LOLBSANS Lo 
成 固 的 考 & 
YEO 15, FIMO MAZRO AE & 6 MeL T Ai, 
1- AME O — AB IL Sy RE EE tO — AP CRE L, okt Ze し て 生じ た 
る も の に UT, HO MMBar LANL BRA OR ff 2 RO, その 裂 貴 間隙 内 
(BRIERE 5% D750 6 
2: iFM ORAO— MIL, ARS, TSE, BARGE KOKO, そ 
YR RUN FAS 20 E &, BIZ & LC RPAE RE SHOE (wurtzite) (5 SCH 
(marcasite), fyitiberiitiCGordanite) 姜 漬 俺 確 (rhodochrosite )% & O Wk 
, C2v GILNEA BT REHEDK 58 Fa IK, ERR ck RR BEK 22 WK LU, 
AIK, PEAK, WAKAO Rie 4s L, HEBER O, これ これ ら 
OVD, 比較 的 低温 の 産物 た る MCI UT, COMB IL, MEME 
腰 及 び 自 里 葉 が 低温 の 溶液 中 ほど 生じ 易 し と いふ 邊 験 の 結果 と 一 致 
し その 少く と も 一 部 分 は , STN HE BM O RCE Ke BHD 
れ ど も , 今 日 乏 を 卒 か むる 能 は ず 。 
本 研究 に 要 せ る 器具 の 一 部 分 は 占 術 振興 光 の 補助 に より て 購入 せる も の に し て , 
に 同 徐 に 謝意 を 表す 。 双 研究 の 試料 は 主 と LC HT IC k URS DS 
1c AR 1c ALF & 述 ぶ 。 


~ > 
et 
ーー 
erie 


1) E. T. Allen, J, L, Grenshaw, H. E, Merwin, Am. J. Sci,, Vol. 34, (1912) 
341, Vol. 38, (1114), 393 
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RECA PC HART S Be Be Ae 
— BGR PS A Sata Wc RS RA 


mai: 木 下 Si 城 


ra 言 

TB PIAL 2 SEL Be OAS OG TT 

PEN M YD & He OIA se BHR 

ERO BOP MERE & BRIM E 02 BHR 

4G 論 

& 

DNL EW ae JMC PTE PEC ETE UC HET SET ASORMH 

AMES LOD AE HET d bP IM : 水 成 岩 中 に 産 す る も の は AE 26 ILO PI 

知ら れれ てら ぬ 。 然るに 筆者 は 昨秋 宮崎 貞 西 召 杵 郡 岩 戸村 大 守山 裏 に あ 

BV EPA WEL Ze LAL BBS, [AML BWR ck — Pheer et ep (= RC, fh 
COMB CRC RUB PED B & ae hii TB APC 


ao FF YD ND 


nih 


BPS WIL Ik iO REM LUCA HAs eM ORIN ko FE Be Ze PSB te 


Wet = dO, 大 分 , EMPIRE IR Ze 75D BRR WROD aA BE Ze 15> Do FRBBRITIAS 

FS ALI Be Ui BE CL Bi GRP DE FE BARRO A A ARBE EO FES 
BPH Cis TRI CS AIP CCE KOO HA) ew SO eM ETS 
この うぅ うち 三田 井 の 北方 約 一 里 征 に 位 す る AOE TIE, BAL & ANH est 


じ た が , それ より め 磯山 迄 約 三 里 は 徒歩 BK ABA KAZDOMNR pot, KR 


ON ANIUE, Pe ae PHL Trp BF gus ML OPRME 22 DAWES S & PME 費 


LG a. Vorkommen und Geochemie der mineralischen Rohstoffe, 1929. 
S, 233. W. Lindgren, Mineral Deposits, TV Edition, 1933; Clarke., Data 
of Geochemistry 其他 
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戸 , 中 野内 間 の 道路 も 改修 し た の で , ACE RETOS CF AC Ghee 
で 行く こと が 出來, 交通 は 必ず し も 不便 で な い 。 

WEA ETS <¢ ARTUR é AED G 2c, HEME EA BROW b, 「 山 
EEE PS ARCOM CPR LPL ROU REISER) 等 の 記載 あり 
SLO SOT BEBE ATE, SES ORR EFCC, 或 は 銅山 と Uo Cake Beh 
ih UCHYEL G20, OS YO MMi HEI LI &O > Mn ¢, AAG ORE DI 
WI LEDO MAMIMUOME BET LL MOMS CHS. HS, Vl 

治 以 際 に 於 て は , ATER E IRINA CMTS CEC MERE) OPIATES 
以外 は , 組織 稚 に 稼 行 する も の が な か つた が , MAILE BER ROA 


fr & Old, HC BOL BOHOL AWSCHE OV SHE PARE L, 大 い に 探 磯 に 
Be ie ® 


以下 記す る ISB A ORR tC, 其 後 の 研究 の 結果 を BRD Te 6 OD 
で , これ に 要 し た 豊川 は HAMEL HD OM LOT Hil Uo 
HA WEE し て 同 谷 に 深 其 の 謝意 を 表す る 。 叉 現地 の 調査 に 際 し て は , BIL 
ON ABE OAR 2 FO RCH FAL, 及び 探 具 課長 武 短 剛 太郎 の 南 
Git, 各種 の 便宜 と 貴重 な る 資料 と を 軸 へ られ た 。 併記 し て 感銘 の 意表 
する 。 唯 此 の 極め て 筐 味 深い 磯 床 が , 品 和 十 年 十 二 月 休 山 せる ため , 今 て は 
FED NTIS BL EDOM 6 ROT Ba, HEREC ETHOS 
FE SF Pa Ly OD th Fae U BRR OS ER 

of BF 79 ELL ISLES EES SWI ERA OMG EO FO HC 
SF ASO fo CHEE Ls EC ROWE VATS Bo LEO 
ARH & 0 TAIL EO TC, EAE EC ABE L, 基 の ぅ ちょ 


1) 野田 参 ABB, si “Teh [Fa AD EY) Ea 7 
86~90 Bo 
2) AF CUR ATO RSA ON IDE BD, 第 AB AY 2 aie 
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6 RPA PVES SILLS (LABELS 4S BG ad’, api — Ae 
CBHI OLR b6iNS ELAATUIO 石灰 岩 中 に は , Piet 
を 含む を 以 つ て , 中 野内 磯山 に 於 ける も の も 秩父 古 生 層 に 属す る も の と 拍 


<= = ミ 束 2 Lito Ti UC AG BIS RE, 

wee |g | RAR RBORERUEC, CHBLLASE 

SiO2 47.35 | _ 4876 | Ober Sik 角 岩 と 何等 異 る 虚 な 
Os+FeaOs 1 erg | きる も, 分 析 の 結果 分析 者 印 藤 騰 元 ) 
ca 28 | a) | RE ROM < 其 だ びく SHOE 
aw fron | oss | EROS ES EME L, 


TABI b> ELS WDD BLK O75 SD BAEPIZ, BRO AMD 
不 規則 に 走り , < OB IMME YO CHER RO MDD WII 生じ て ゐる 
の が 認め SSE 1 MBO. Sea , 

JES A OD HW PEC BRU CRA TERR SSS Uo, PES TERE 6 1k A 
する 酸性 火成岩 の 露出 を 見 な いこ と で , ESTEEM ERED Oe HI 
は , 三菱 尾 素 足 山 下 国 境 際 近 の も の で , 中 野内 確 山 と は 直線 距離 に て 約 20 
町 を 距 て る 。 以 上 の 外 , ASHWIMIC AREY OD AE IHD dB vs, RACKET It & 
ier Se 2g 9 4 or Rc 

BOA IL AS EOIN MATA RH WER C OC, AGH L BES 
LOvEBMIKE LILA RERO EM 2H L, BAILA ECR 30 
EES IAS ¢ (Ha CH SD, — BEC PC AL, この 部 分 に 於 て 特 
(OG ES So BEM GATTI HA Cd, ENRIZ EIN OT 600 RR 
Dh EME Ls HRM 2 TV 8 RUCHED, ELUM ESP 20 以上 の Bee 
む が , 一 般 に は 百 分 中 2 AYO’ O 229 LL, 然 か も 蛇 紋 岩 中 を 走る 部 分 
x S (LARISA Ze FES. 部 分 に 限 つ て UAB 2 VE BD, FFE 


We L Lis § O72 RAE Ic RL 
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EHUB ILIA TC OAR L, その 下方 260 Rese SBIHTCIAAT DANK 
NF GS BB, WRIA O EAS BE CLA fad YES LO HEU 
SS URRY & HOSEAEBME 

5g AO A に の 雨 者 を 主要 な る も の と し , 
Jah AS) (= TAR, BREA, DG SAWN, 方 鉛 錠 等 の 硫化 磯 物 を 見 る が , 電 
気 石 , 黄 玉 等 の 如き GORI SS 用 石 確 物 は 全然 多 みれ を HREM D 0 
に それ ら を 概 訟 する 。 

Sa AE < HR LO BML BIR CHROOT, 比較 的 粗 粒 の 結晶 

LC L, E2~SHOD LOUIE L,KRS EL OMEMSFEXIBA Bo 


ーー 第 = 


Bigeye OC te RETA TE e 3 IA HEALD CWRU & Te FB 


oe C x30) x30) 
S were Q 石英 So $4i- Tt ti 


we OMS HEE BA, GAIRICG ES > He cis. Hale i kewes 
で あつ て , 石英 脈 と 母 岩 と の 境 に 幅 3 RETSE OORT 長く 連 ら な 
の, 硫化 確 物 は 本 然 伯 は な い が , この 線 に HOT HU BEE L, AERIS 
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FSA wi & HAR & @ Hehe ane eee 
BI C©x22) oR 7 © (x44) 
Ph J Sppk, As met Meme Z [NMS OR, C mesg 


F525 ACM CS HB PIES ODE db, REOBA Dis 8~4 FEO A 
Wk2e 7% DCE SD) 5 FEV 1 HOW GH eh >, ERD ED DUMBEST ST SO 
た る め , al ipiet Ze Ik LS ACO % FP id va Ct 8 nA t EET HO 
SE VE APRS GY 3 20D, — Boy C LAB S ~ Sh HRM TAL EDS 


# 
Hy 
ey 
nd 
BY 


SHEN IE esata HR Pg BO ERA 上 品 を 


を な LCARAL TA Rian Wi & tri SH 
Cx 62>) Cx 66) 
As BRILAOR, Z [Smissgk, Zn PY mS pe, Ch Bee aE 


C Resta 


綿 287 邦 = K 発 6 す 報 * “次 本 229C27) 


two 
WON < MR ts HNC MK 25 L, ARMY ISI 石英 を 認め な いも の 
BWI et UCHR CIOS UL, BHCWOTHROMMRZ HEF DC ¢ 
DRC. HO AURA —RAAEIRO MRA HE 7 AIL Lis B DM SF し 
DRBILARL, 叉 往々 六角 形 の 外 割 を 示 し , 2 OPN AME Re 2 LI 
SAC, RAMA AS & ODD bo KIBET WET & AR MRI 
を 認め ず , BHOA DYE CMR te FSU, REED NC HO UY 
滑石 片 と , 多 少 の 角度 を な し て 交 は る こと が 多い が , BIRCBO CHAO 
DIB) LEED, TBH ORIN AMI) UTHS LE bE HAS’. 
PREIS GA OBE MIKAEL ISS OKIE DD BD, そ の 本 体 た る BAIA 
4. ETO HENS VED & OC, BURGE E CILIA Lik AAD 
も の が 或 は 帯 天 を な し , 或 は 双 不 規則 に 入 め 混 0, 時 に 双 品 を 示す 。 
wanna 硫化 巡 物 中 最も 多量 に 産 し 肉眼 で も 條 線 の 在 達 する 面 に よ つ 
CLS Aut BEIM Dit 2 72S O) 72 認め る こと BT EOD, we lee 
Ae OMI OD HD 7 ot DSA < , SSBE L 相 接 する 時 は 著 し い 浮 上 
b を 示し iH CACM ELROD dR BRR Ae HEL, 一 部 で は m (110) 
#20 © COOL) BEB: HNO CRIME DEE LIB, HA, EL ASE UN 
線 を 以 つ て 界 す る こ EDD bo ME LIMO AACE MOIEA TEMS C Loh 
sea IMIR e LCI EA Be IEA & 
ORL OBER ITO TA OLA, Tr BO SRADLO BIR Ae ARI, WRI 
Ard GGA BEAEO ESRIOD 方 向 に HOT MET BL EBLE HOT, Fiabe BO 
Oe ee Se 
PRIZED PA ROR LCR 5 ち で は 一息 早く PA LIC} D EMR 


Se 


1) OF OMS RHPHAAR DEES AOR AMIRICH CR 認め ち れ 


2o 
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られ る 。 MMUEMHO AC J ACHING MRIS Re ZO 
BEES 6 LSD, 未だ 肉 服 的 に は 勿論 題 , BBE FS 8 REL RHE iz BB 
BRRDEBOT, HF OMTIE LOMA OMIRILAWICAH Bo 

黄 8 ME LHCMLAMOE IEC DUAR OMIRIS CROC 産 す る こと が 多い 。 FRSMRE 
L PURR GABE & DEI LEBEN ere 2 NL Te L CHILES OB GIR, WO BER 
7S C, A Luo Ft Wd", Bob 2 % IR AOE OREGON IE SZ 
ヽ 場 合 に は , 往々 極め て 不 規 則 な る 境界 を 示 LICH BIRO BEB % te LIE 
DAO 8 WG OME chu CHES bh LE OLMIS BOD 
Bo BGI LP MGAMED sea ik NESE & EAE & OWE YO CORA 
SPEAK 2 7 L, 6 O—-AB 1 RAL 22 EB HURL RYOTE $< MLO AD, 
AAD & PAYA CSE EURO AIC HST & GICAMTS SAORI LT OS HR 
BILLS CA HGME DN CT ROU PM CHOTA OSA ATH CIC 
RERSZ6DbHSo 

PORSRMRR Or eB LEAL LCMESHEE SFP ah BTM MSE 3 2 BIBS I 
は , HRD CAs) 75 % Te HOE DRAKA Ze し て 不 規 則 に 分 布 す る こと ゝ ヽ , 或 る 
Fi WA HE Ot. BESO He 2D ati SNE OD Ad BUY Dy TA) NZ GED BRR ERI 2 
場合 が あり , A. P. Thompson’ AFP CHO CHEE し た も の と し て 記載 し 
た Ducktown, Tenn. EDWG OWES 2 

Fy WEDD HEL IS MOBENOREC 1235 6.0, IRA SELE ALU BAB ANINE 2 JEL 
Sent % fe 0 , PARRA & DIE pid Hibda LMR Clb db & B, WEIS te 2 DN 
が 見 られ る 。 


1) M. Watanabe & W. R. Landwehr, On some interesting relations be 
chalcopyrite and sphalerite in the ores from the Hitachi Mires, 
ALMESE, XXX No. 360. 

2) A. P. Thompson, On the relation of pyrrhotite to chalcopyrite and other 
sulphides. Econ. Geol. Geol, Vol, IX, 1914, pp. 153174, 
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sexu oui PaO Wee BAIS PROT, fone Mh & UC ick ica ea 


WEE ikl し 。 IAHBE LO Ay BNE OD si et に 炊き, SSRIS tee 38 1S AE 
OC ME e220 し て 沈 潤 し た も の と 思 は れる が , BA & 硫化 確 物 の 開 係 
BOTLERAW CHS 5 WEB HILRLAOREBCH TC dh SMBANCIRO CE 
し , fait (CM EB EMR PIS OD ASL S 20, FIRED ASU REMC OP 2 & IE 
る こと か ら 参 へ る と , BAO LD weCM bO & FESS MACH EO E BME 
きれ る 6 
ita kh Uke & HARE OBA 

whi Ome Dei b EBETS HRO DS 2k bilkOiw.o CA dS D', hee 
aldo BRIS 直行 し て 十 と 交 双 する も の が な い 。 BNR E MEPL 
Ty MER AOAET AED SE MDE その 幅 は 通常 極め て 狭く , 最も 
RW bOCERReMNC a, © Olea ers 1K LHR SAT 2c DPE E 
し , CORI REHM. KOCH S24 DB, A AHHOBEAE ILI BE IE 1G 7x 

す し て , 多少 の 角度 を な し , 特に MAME MMOL BES B 部 分 は , Zaviey 

DCIS HO, AM TE S Rec Baw YO CT PBR DS 相 敵 的 に 和 近 動 し た こと 
em し て ゐる 。 

Weal et O ASHE Ia eR Se SAL, 維 密 塊 短 で , 普通 の 蛇 引 岩 と 外見 上 何等 


BB = 表 O) [his i) 2 gh Ya DAL Lei t LC Bah Es 
a Btliti に 檎 すれ ば , 微小 な る HEAR WRAY” pe 


T RE RCTy 
we BOA 
GE = を Ay UY は 少量 = 
SiO» 43.05 | 35-61 BG BD Ds — TF AS SP Als ト に は 少量 
Al20s | OOP TL tags | ARID FPO STO RIE — ze I OH 
FeoO3| 6-05 
CaO 8-65 11.95 <¢ ii HO MEA 2 | =H Lt# ie é Ale Go 


MgO 22-51. 22:66 
H20+- 7-80 7-30 HERI ATHS. CORE CE TMK 
H,0_ 4-60) 4-61 pasa 


& #t | 98.71] 100-58 
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KILO AWS BER Ze aS CAT < < と lie” ら 5 DENK & Mk BeeBRETe 
離れ る と , REMC PICARD GRAD BD Str, BRD 6 ESD SICGEO 
CHORDS 6, KICIAEKOGHG Of) % hewn DAIAAK % を な し て 充 す 
4-760, MOMMA ATS PLRU OMS , teMEOBSI be し 更 
ら に 多量 の 石原 を 含む 。 : 
LiltO AAAI ORE HC GRA KO OA: LI CE BRST OO 
で , Nevada jt] Paradise (LIE % LIVE MEIKE AUR & FBS 


が 如く ee aA: UI 8D 2 ee 
38CaMgSi.Og (HGH ))+3CO2+2H 20-5 
H Mg SigO9 (he #G ) + 45102 +3CaCO 3 
Gb SR ANIL, CONS POR 2 GUO 2H LT OB, BGR 
に は 
3CaMg FeSi 305 +3CO 2+9H2,0+05 


H4Mg3SizO9 +3CaCOz + Fes03 +3810, 
な る 式 に 表 さ る ゝ が 如く , LER A+ AREA +R t+ BO BHI 
べく , 上 逃 の 題 微 鏡 に て 見 た 結果 と よく 一 致す る 。 
COKER IE TECHS TE Ute HaMgsSizO9, SiO, 及 CaCOg asa 
くそ の ま ・ 蛇 紋 石 石英 , 及び 方 解 石 と し て 結 品 し た と すれ ば , BRIE 


L 56-32% の 容積 の 増加 を 來 す こと に な る ぁ る 。 然 る に 本 鐘 山 の RERCE D BHT 


の ぅ . ち 舌 炒 石 を 含む も の と 然 ら ざる も の と を WRT Alc, RASS 
る 8D ARR DS yp ey UTD DOT, HER E TEIN OD 際 に Ae じ た 方 解 


1): Pah eKerr and! i: ca Sc duetanvetsre vein in Paradise 
Range, Nevada, en Geol, Soc, Am., Vol, 46, pp. 1957~1944, Dec. 31, 
1935 
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右 の 一 部 は 次 液 と し て 逃げ 去 つ た こと が 分 る 。 今 方 解 石 の 全部 が 溶液 と し 
て 逃げ 去 つ た と 優 定 し た 場合 , 蛇 攻 石 と 石英 と の 容積 は SERIA ICI LA 
ど 増 減 な く , 僅か に 0-44.22 ter ACT (IHS Slo 然し 賞 際 に は 方 解 右 
ODE SY 22 & BRAS Dik, 容積 の 割合 は 大 と な る べき で あつ て , MERCH PBT 
に 見 られ る 消 動 の 跡 は 怒ら く こ の 容積 増加 の 結果 で ある 。 

DB OTEES % MSEC then a Ik EO Lt BILAL S Ct EMO O 
で て ある が , iSMAD bIROBMEIEKKIK SOTHS ANS 

sCaMgSi20 6+3COs +H20 つ > 

HoMg3SigOu(7 H ) +3CaCOz +2510» 
3CaMg FeSig0。 +3CO3+H,0+0> 


H.Mg3Si,4O2+3 Ca COs; +Fe 304 +5SiO 2 


一 旦 蛇 落石 に Ie CE ょ つて 却 つ て 容積 減少 を 夷 
TTMCA Ac Mews DBMKO MISE CH All LT HS < LW LUO 
WD L GSES BOD, MHS OCA CBE し た 結果 は 容積 の 減少 を 
HOARE L, £ OFC AE UT ae EES I MYA OWE A755 LY, 
引い て は 滑石 化 作 用 を も RAK 6 LOKOTCHOT, MK ET BRD 
蛇 殺 岩 の 部 分 より も 却 つ て 滑石 の 部 分 に 多い こと も 此 の 理 に 基く も の で あ 
bo 
. 結 論 

中 野内 確 山 の 鋭 確 床 は ,; 元 來 は ABB IC WOM ek & Lit 一 種 の 接 
EAS DENK C HOT D, 基 の 後 鐵 苦 土 咲 物 が 二 次 的 に 蛇 牙 岩 化 し た も ゃ の て , 
と で も 云 ふ べき も の で ある 。 

中 野内 確 山 の 附近 に は 花 賠 岩 質 岩 右 の 路 出 せな いこ と 前 光 の 通り で ある 
が , LOK th SS AGU IMRA LUCHA, OY 7A, FFA, 格 


® 23452) 4 hi i 磯 0 iD ) i us a a 28 292 
FA O) fey BAY 2e HEL» "DI DNaPVRPRLER-T VA, FASE oe 


COW OD PRI Ik iS TER AO KIM AO WES BC & DS AVR S te 
Do COWES OTE ied OUTS IK NR UC, A THEBO DH Swe CEO D, 
RWG <FEOH—ie Fracture PACK CHS I> KCI MICWO VHA 
IL LOB AM & BA & esd Lic 初期 の 確 化 作 用 が 行 は れ , 更 ら に Sle 
く MO MUC EAS KOC HAE DOE, EN, SESAME Ofie 10 
DD WR AH EIENIIMAE SAUTE DS COMIIOMEHE TEA 同 叶 に eee 
INNS ROTA: Cte, ILO OBS LM Ze MERC et SIE TE Ut o 
HE & MERC AG POZE iT a (CEH AC OME HES HR SAE A CAT 
れ た も の な る こと は , REMC <6 LTA HCI fee We HS Is 
WEED AYR S 20S o 最後 に 行 は くれ た の は 赴 等 硫化 確 物 の 格 化 及び 溶 失 
CHOU OMS BROMND MKOCH LI 今日 見 る +p EF AGO 
BID D WARTS & OCH Bo | 


cigs. coe 


oh RE HE ih TE iB Ic MOT 
mB I Oe BB 
ina fA DS ACHES (= IRIE) EDK 2 75 UT VEINS る 事 は , 屋 々 聞く 所 な る 
6, 筆者 は 未だ 現場 を 見 る HALES OS > RSI 2 BBR POD Me 
HORE, 赤色 土壌 rR + — F 中 に 於 て , FAA SBD Be FB UC APE 
せる を 認め , PAL SHR, WAEO 含有 基 極 め て 多く , UC ZS Tae 
7S fo alle BLT Oo LE SLPTPREES IC GRO YTB, 9 4 -y > IRIS, TBAR 
4 ¢ WAR EEO & の に 等 し き 塊 を 多 敷 ラテ ラ ィ イト 化 王 壌 中 よめ 見 出し 分 


1) EM We BOISE (前 出 〕 う p. 92. 
2) Pik, OF IL BIBI & る 


oh 


iit, 293 we # mH 本 935033 


a 


PRR & O HHMERE & SL LAB: 0 0 

AG =, iN URTECAK ROR BOWIE Be LEC, その 概 路 
を 記せ ん 。 

EMRE 沖縄 財産 の も の は 共に AH k O LS 2 ETAL: HME, 地 
表 下 10~20 MDE LAST, MES 15~30 PD —FLIBE OAM SIRE, BL 
= FCHEL UC HAE D HCE OD BUC ABE & 0 7B Hb IH HARE 6B 

WIMEDRIA WAKE Lo AS 4 OM RMS MME 15 灯 , 小 な る も 
の は 長径 1.5 WH, OPE 1.0 HATA 0 
ZUR LCR BIC, 外皮 は 園 頭 マー デ に て 包ま る ヽ も, WAI HBAIe 
を 時 Lie Bane (Onion structure) il SIC DHE L, その 中 央 に は 
Ke AMT SS &ORTT ANE, (LEICA SI Le 

PRA WEIL MD CHS Bd. 小刀 に て MH ~ — FHL, Ho 
SA DP L, BR FLORIS OBIE し て 試料 に 供 せ 0 。 

試料 は 三角 フラ スコ に 一 定量 控 取 し , 比重 1.15 ORR IS CRUG し 
濾液 に 就き 各 成 分 を 定 革 せり 。 忠 酸 不 溶解 物 は 洗 葵 し , WERE, SERINE o> 
BAPE GED CIR ARET EVRRULI: IC dk 0 HERB ZE IME L, その 際 の 濾液 は 前 記 の 


PAR |= CREME BMS IAL: SME E SOR LIE 0 

PYRE IWR SF 2 kT シン モニ = アァ 法 に て 合 量 を 得 た る 後 , 各 成 分 を 分離 定 
FL, 石灰 は 夏 酸 アン シモン に て 沈 淫 を 作り , 苦 士 は MgaPgOz と し て 定量 せ 
0 。 浦佐 の 定量 に つき 名 種 方 法 を 試み た る も , 過 決 度 酸 加里 を 加 へ て 比 色 
に よら 方 法 は 最も 簡 に し て 正忠 な る 結果 を 得 た り 。 


分 析 結 果 分析 の 結果 は 第 一 表 の 如 Lo 
Wisk, PIP, FE rie) = BE FAIL OLED HEP iS TIL O Wi MEDEA 


1) Hillebrand, Applied Inorganic Analysis 38%, 


ol 41 Ai BM BR OK OB i, 294 


SROMERC IY 7 YV—Vvarv)>yem 第 一 表 


YD HIE Do I II V1 
M UC2PIFE OSHS SHAE | SiO2 23-87 | 23-92 | 39-51 
os Ne Al,O3| 13.66 | 15:34 9.25 


RUE, 北 藻 の も の (第 一 表 WD) D Pi} | FeyO,| 18-83 OD 
FeO 2.03 3-01 


IE UTR 6 ERIE, 適 借 (Mn; | Cao 0-87 1.28 1-92 
MgO | 0-67 |» 0-47 | 2-45 
O03) の 含有 量 に UT, IRE 0-93 | TiO, | 052 | 0-67 | 104 
MngOg| 1637 | 1303 | 13-70 
— 2.6176 (= UD CACM EIE 13-726 7% | POs 0-23 6:55" Vue 
P = _ | Ni4Co}] 0-002} 0.003 | +--+ 
0 EFA 52700 ZeUMERAE | Naso | 0-002] 0.02 | 1.12 
05 | 155 
DeOe sewed aiz, sec wow | 2S. | 1068 | aes 


BS EORUWUE EBD He 6, eL [20% | weal | 1274 
て 同一 物 な る や 香 や は 未だ 鐵 の 結球 
に つい て 詳細 時 究 せ ぎ る 才 断 定 す る 。 「 RARER SAREE SRE 
を 得 ず 。 WT, BT RLS EE 

RAMS MIIEATN SE om. Pesca concretion) 
URE OTMERFEO Aol te も, 浦 俺 塊 を see 
ARE STEP SRO O PEROT E aig UTC, inate Be SCA 
上 , Beijierinck, Kelley FEO) inf CESS 4 HRB, Growth UY 4 7 
PA —TEORS 2 FY TIMI SEDO © vw > AEC BRB ath 
Ok OPER L, BUA O REED SES Pc dO し 時 代 に , 或 る 種 の ベク テリ アァ 
KON GRE OLFAASKAMEGSSAN Lo 1H し 同種 の 満 俺 塊 潤 は , 
bienhoa と 呼ば れる 居 來 年 島 附近 の ラテ ライ ト 中 に も 存する を 以 て , そ の 成 
因 に 開 し て は , 今後 の 研究 に 俊 つ 可 き も の な り の 。 

終 MK “HR ATE 4 BO Fr SAU Lins ti Abe IIE ¢ RBIS 6 0 


100.01 | 100-05 


1 Se sen us, RAB RROIARS aise, ABR eH BS PTE 
a Russel, Soil Condition and Plant Growth BNR 


高橋 純 一 着 , 地球 化 PASE HE 。 


綿 295 抄 Oe # 59035) 
常石 の diagonal zoning に 2 種 あ り , 一 
i ae) つの zone (LAF th L, tho % Ole Mt fa 7 
抄 i 着色 し , 他 の も ゃ の は 無色 な 


Te) B Ride S 
4468, iat BRO—MAM Kleber, 
W. 

Vicinal face, etch figure に つい て De 
SO BT FE Ha ES HG Hh TAT SLAB AE EL 
第 た に 明 な らし め た る を 述べ , 之 に 依っ て , 


結 品 た は 機 造 上 inhomogeneity の ある こと | 
と 等 の 明 に な り た る と と を 記し 白く の | 
iy x inhomogeneity の た め , その strength 


等 % 理論 上 の も の と TPE LOLOLoO 
Be CSL LAU, ANS cis 純粋 
の 青年 前 の 取扱 ひび 方 の 外 に statistic 及び 
probabilty 筆 の 考察 を 導入 する 必要 ある 
と と を 論じ た りり 。 CNaturwiss, 23 606~ 
608, 1935) (yeep 

4469, Vesuv EKRAORE I £SHH 
RU rhombischer Schnitt D&E 
に つい て Schnaase, H. 

Vesuv 産 灰 長 石 結 品 の 面 角 の 加熱 に よ 
2 Mb &, 室温 より 973°C (cB SHR IC 
て で 測定 し , ZIC > C1000°C に 至る まで 
の 結 品 蛋 敷 を 計算 し た り 。 舎 Periklin xy 
上 品 の 接合 面 た る rhombischer Schnitt に 依 
DTCHIL~ DB \ fa % OYAREIC kL BBL & 
SEL, = © Schnitt O PL RE b « Oe 
WAS Te し て 使用 する こと の 可能 性 
に つき て 論議 せり リ 。C(Zeits, Krist, 93, 444 
~463, 1936) (ye MT 
4470, SAR OBYRRE Ilaberlandt, IL, 


Schniener, A. 


0, & te (E CLO0) に 平行 に し て , MHI 
の 着色 部 分 が (100) に 垂直 に な れる 場合 
% Zee btvuze VY WE csulphide inclu- 
sion の 周 園 に 着色 部 分 の 存する と と も あ 
り , Be TSF Ut 50 GEA D Fe IC 
ing OPAL lp w order の も の に LC, 
7k & ¢ mosaic blocks 告 造 に 開 係 ある ゃ も 


分 れ , 江 zon 


の な る べし じ 。 <Zeits. Krist. 90, 193~214, 


4471, NagHoSbe07- 5H20 OP AK 


s4e 


# Beintema, 本 


AaB (LEG hh BLE CHE TS BRE 
FBI a9 =8.005A, co=7.86gA に 
Lt, この 二分 子 を 含有 す 。 原子 位 置 は 
4Sb: 4(c): 440; WM Ms RRO XA 
4% 54Na:4(d): 4M es KUO YU; 
440; 240: 8g): xyz; yx2z4+%4,x yz 
YxX2+4; 4-X KY %, yARR-x# 
—Z2;X%+% yt ti B-yxt+h wz 
な eo TAC x7 =0.85, hy) =0.15, 21 = 
0.20, x2=0.35, yo=0.45, 22 =0.05; 
x3 =0,05, ys =0.30,"23 =0.15 な リ 。 fe 
44 Y ROW + vig NaCl Rohe ez 
形成 し ,Sb Jit 1k IAT PR & te FO 原 隆 
(cK 0 ch] x 3 CK. Akad, Amsterdam, 
Proc. 38, 1016~1020, 1935) CARR 
4472, MAOWR : RHERUGRRA 
Ifey, M. Il. 

HEEL VIC AIRE Te S CL HED & S PRU 
AICHE, ZI OPLBDMeEMAE Vo 
% OHS LB PLAET DF Kd CasAlis 
SipgOso 241190 te U5 KRIST Ca は 


id 6038) 


a MR 


at, 296 


Nag KLUM ART PRL aT, Ke に 
ょ り 約 0.1 分 子 を 極限 と UC MIS NG 
る も の な り 。 DAF (Lag =18.48 
A, bo =18.95A, co =6.54A, B=89°21’ 
に UCHR St 0 MPA «= 
1.5129, B=1.5200, y=1.5205, 2 V=35° 
19’ fe Gay ees Nay Ks, Li: 
NH’4, Ag. TT ick 
DO, SOWA IC ET 


BGs 


る WA Ex 


EWE VG 
VK SRM, RMA L Wb ais A 
HEAT SLORMSE~Lo RAMI 
の 結果 ; PRUE AT DS 部 分 胸水 た にょ る BRR Th 
AiCmetascolecite) jc #¥ B Hk {b (LCG YARE 
LSMKMCSED (CLAM VG: 


低温 の 場合 を 除外 すれ ば , その BRA (LIE 
TREE A & zk BS CaAloSig019 2 琴 。 


O (CHART SRT EL VPA VB IC HLS B 

の くき 如 Lo MEE UE TIMI ST S 
ee nT STERIC IAT Uk 

x (Min, Mag,, 24, 227~253, 1936) 

ATA 

9473, 2:7 Y¥—# Dickite Tarr, W. 

AP wieller, We: 

Missouri ji ic #fS-c dickite は Columbia 
Mbsic 8 ヶ所 及び 南東 部 Flat River の 
SSM C BEL S, Columbia 産 の 中 
2 ケ所 は 石灰 娠 の 石切 場 に し て , dickite 
(\LEb= 7 TOLD, TESTE, 7 HO, TES ME, 
SOME MESA BR & SEIC chert (cA EH, その 
Be ICN mS DR Oh ie eA 
Ue Sah rial eet ne 
chert 1} O46 47D ARIK TEFE Ly HALE 
MT LAEHT > MBP Oo dickite は 自 鐵 


‘i 


BD bay 


XS AM REAVER E Fr | 


ER AR] OL ic AR ae Se AL | 


WEI OS STR RRO, 母 岩 の ASB Ba 
{ES RLOMV , KBAR MLS 


3 | chert| chert 
fern -sypten Ha th 
af = a= 
| «=1.562 a =1-562 1-560 1-560 
EMD 8 =1.563| @= 1-563 
| |e ー = = 
1= 1-505) {= L966) Te 
+2V| over459| large | large] large 
hee 12° 18? ed aye 
Max.) Recs: mm} 0.35mm 03 ion ve 


dickite m ENR R U meth Mi & LE~ S Bi 

kU HOKE UIC LBERLOEBADSS 
CAm, Min., 21, 109~114, 1936) CAF 
4974, Hitety=~ Foshag, W. F 

CD Beiyinite Apis b 
Ce, Y 及び Er の 稀有 元素 を 含む も の に 
LT, UCL ic KAM te SB % He PA 2SO4 


(alia 


) | ICU CHRD — 硬度 約 4.5 比 重 4.829。 


WE PAL ES IMIS SE He Vg PRIS HU 3 fh 
(LHR LC, eS OEE RT ohh 
YER. GAA © =1.7169, e=1.7910, 」 

Beiyin Obo (c PSF BANG © BE ATI 
TIC BENT, ORI, AE TT Re OK dt © 
Oborite KCfRO CHK A LCHET. It 
PAe OS \ The & Bk & BR (Zz, Bastnaesite 
FHS 9 EN HICSS CHK SNE VS 

(2) Oborite (tik 7 id_b. to Beiyi- 


| nite RIMS Sb, (L SDI RAMEE TE 


o Melt BS AA RICIR TS, 
ra fe AS, BERLE 


C1011) fe Uc, 000L)/A COIL) =51.2° 
te Uo BEE, Hea RUS EMR Ek 2 


i, 297 ip 


tk # 61087) 


FUR U MICS CHRIS, 
(Am. Min, 21, 214, 1936) CK 
4475, MaGRWEAST IO Ws 
AT ANA Ew BE I ik 
BT OUEEEK DR tye IE & BFE L, 
$7 7 «4; Ciron-tephroite) と 呼べ さき 
BOeEVLR~V, CoOMm(sFeeSiO, 


16%, Mn2Si0.477%, Mg2Si0 472% (mol) | 


な り リ 。 AUMKERAZES \ MgeSiOg 
EMAARE ESOL L HE eK LV 
LOR LORBMe RRS SHC LUC 
FegSi0g—MnoSiO4g =RARL tL, と 
PRO MATAR BLIMP RO Heth oie 
% RAE Lic, FeoSi0440~ 20% 問 に 不 
SER RR OEE MIL Le SN SEO 
特徴 見 られ た り 。 ANB AABN OF EL 
変 代 作 用 に 件 ふ 或 意味 の え カ ルン の 一 種 
EULTHHE LEO た し で て , マ マガ シ HA 
CRIB YY AYRE DO Rc k UTC A 
じ , 此 際 炭酸 ya VTA AH © Ht aA AR 
の より 大 部 分 の マシン が YR 
lity va vB Lei Y 6 此 間 の 
PA GR & Dh ty © FEE BAR BQ U EE RF DT 
MLR BIC LY CHET Y, GWE, 43, 
129~143, 昭 11)C 待 場 
4476, PRPS RUESAAOKA 
WO fo 

ASFRIC HAUS 3 BEAN Ai © FEM Ud Bio CHR 
に し て , FE IC MRTG HS BB ME BS Ser UIT 
郡 内 面 及び 江原 道 鐵 原 郡 よ り 産 し た る 事 
ある の みな り 。 BERS NT PA HGH) ABS 
At APP BE OB TT KET, その 産出 
ARABME UX 1 Re SV MESMMT EIA 
BAKKER RL TE ida x IK Y, 


ペ マゲ マタ イト 岩 脈 並 びに 石英 脈 を BFE 
So RAK RR LEAR LY 7 = LAR 
U HkR Ie Y 7 = AK LC, RK ES 
Beh 41 ASE ORE G & te し, 紅 杜 石 , PE 
Ais FRR fis FS ti RAE BAAS o 
= OR BEAN 71 Fi PEMR IS Fi EPS BE AT 
RUEE AT ERB Ti SEM OME 1 SERINE 
物 を 含み , Teil AO BEA SAFWAIC, TO 
KI BE DSTA & MT BOK Bet 
FEPRVAHE KE UA RMINESRIOCV, HE 
OTC OR AA ILM BC BOK A ATED 
な る も ゃ の の 如く BLS HEGEL SR 
19, 23~34, 111) CRF 

4477, FeSiOs KRAOBSS RRA 
Henry, N. F. M. 

FeSiOsg KAO * SARE TIC CB 
 C ZB RY 1925 年 うさ れ た る は , Saxén の 
Finland, Vittinki © % te V 5 1L7E1932 
年 に Sundius は Sweden, Tunaberg 産 の 
鐵 斜 方 角 関 五 と 呼 ば れ た る も ゃ の は Fit 
鐵 の 極め て 多き 紫蘇 交 石 な る 事 を 知り ; 
Sweden, Bygdsiljum 及び Mansj6 ょ り 尊 
RUBBLE IC ES BBG APS 71% OPER 
OA % SEAM TI te b ALR RK ER 
は こと の FeSiOg MAOR & RAHA O FH. 
{I< RC HER & TERRE & fit C Fe Vo 
HBPELREOM (KUT, C OFF Mg 
SiOgeFeSiOg 系 に 於 ける KER SE 
POBLE RIT BICBAL Vo RIO 
FeSiO0g の 量 は 約 55% & VSSWIKRU, 
と の 中 四 個 は 80 巡 前 後に あり 。 単 斜 品 系 
FeSiOs を Clinoferrosilite と 呼 落 に 基き 

, CORBA FeSiOs を Orthoferro- 
silite と 命名 せり リ 。 こ と の 名 稀 を 用 ゐる 時 


Fi wh ty wh OR 


Hi 298 


# 62638) 
i er Glen | ee is 
Loch | Vitti- Tuna-| be 
Buch puich, | nki | berg | 3° 
SLE ae ees eee Se 
| BES OS. | Oe DA oa” 
a | L715] 1-738 1-740, 1-750, 1-751 
6 | 1-728] 1-749) 1-751 1-760 1-760, 
y | 1-731] 1-755) 1-757) 1-768) 1-769 
y-x| 0-016) 0-017 0-017, 0-018) 0-018 
多 色 | 極め て | 極め て ge | VD Cg 
cn a rr 9S ’ 
i UW) BR BR ROS Bc 
V > 0 ||| Vota UV > EV 
比重 | 3-60] 3-75) 377 3-83 3-84 


(LPG HR MgSiO 3-FeSiOg 系 の 任意 の 
成分 を En, Ofy CH LF} LoCMin. 
Mag, 24, 221~226, 1935) CKD 
4478: 加 別 産 ベ ント ン 石 様 マ グ ネ シン ウム 
#KAGE Foshag, W. F., Woodford, 
ARO 

California, San Bernardino Country, 
OM A=W cb SMHK K VEL 
ROoXY b VARA ICRC, EMR, 
SEE, CAME, X PRNTTZE UAE & 
開 係 ある Brown 凝 灰 則 の 物理 性 並び に 
AC PEE & hat, ILA 
f& & FL, IKICISS WEILL B IC MBAR し, 次 
LEAF YARICEMET 9 COWIE 3 Hi 
ch & BARBI CRS SICKER te Uo 
RMAC ABA S SVC, y=1-500— 
1,520+0.005, y—«=0.020-40.005, 442 
RAAB AIM BK PRY Y 
ds FERRIC LC, 略 7MgO. LOSIO 5.5H 20 
CHET LER Hist California 
及び Nevada の Mojave $e hh bh 9 1c ett 
園 に 分 布 す 。 CAm. Min. 21, 238~244, 
1936) (KI 
4479, FE BARRA IKK S BRO 


Hecter 


BRUEBRIRE AM —Hio 

BE BM o> hh bok 1 AS ASR BS ORE UPA 
Tkm., PRIS EL UC H Mi 7 v7 
WL Ay HH TT PR tts RAT AE find Be KV IK 
り , Bemis kk oP に 集結 す 。 本 地域 は 
列 し き regional metamorphism を 受け 片 
Witte ROWS WR Te 生じ , そ の 後に 
AE find EL EC KV PEAS Hr 4D 初期 
KEL LUCROGEE kos Alc Hl 
YARED Lye Thick SBA EMAL 
IDLEG~bS_ PARENTS ATF 
EL > fie o> °C PRIME Ta ESA HH AE iid a te S BS 
WY D Bas A O 1h 1c ZY L & pneumatolytic 
alteration % Bl~% Y LB~DSZS Iii 
Pd AST EXE L, -- (kt ASE BE rE Ic 
UCTS SE HIE te 0 RB IARI TT 
— Onin — tii — 片 旋 岩 , Bet — 
IGT? — Et) — Arita, 3 2 BE — $4 DA — 
REY? — eet — Jr ita, PRR AT — SSE A 
— Fit EBAO Mic POC Le, & 
LYFE NWALLEOBLEMLE LC, HG 
Hilti Ska a, MRT - APA ee 
Whit, MiigTi-¥yvy 74194 p—# 
HELE, YY 7494 p- SERRE TT 
hE Ta, FY Y7AF4 b> REA 
43 RU FUE — RRA RBCS OL REE 
IEE OPV 12 (if 7% MgO, FeO 及 
び SiOe CMe te S 4 Ti BS hE Dee 
RERTKROYSKAET SIDE THY 
に 才 べ へ ちら る ひく も の な り リ 。 CRyojun Coll, 
Eng. 8, 167~186, 19359C 太 内 


BABR AUS 
4480, 同化 現象 , Migmatit 生成 及び 岩 
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Be #3 63039) 


UFR | BSS Drescher-Kalm, F. K. 
WHER OBAMA IL, BES 
BAM DO 研究 に 依り , 岩石 生成 現像 の 解 
FEO I WIC, METER Sie BA 
Lik UAL SOMBRE LM AT 
LUMVAE XY SNRPEYSLHOE 
Yo ICI B BTFE IE FEA IK KV BEIC 
1923 年 に 始め られ た る が , その 後 年 月 の 
MGBICOh, 敷 多 の 贅 見 が 展開 そら れ , 最 
SEIC TSC HICH MY bN, YEO SNE VS 
偶々 特定 の 間 題 た に つき 矛盾 が 起り , PAAR 
し 得 べ き 議 論 は 解 各 を られ ざり き 。 そ の 
TRAE SC, 茎 に 個々 の 地域 に つ 
SCH mA ICIS CMR Bt La RKIS, 
AS Fim BCT HS CARN ICIRAE DIE Vo 
JE EYED Jit md ABE AE IR © EAE IC 
き て の 一 般 的 順序 に し て , 開 係 は 地殻 の 
EMP KOUCEL UCHAT 6285. 
事 な り 。 HR OMEIS Heb MES RIC IA 
GastmMaA HA, <o Einlagerung 及び 
Ae inal a (CEES DGEBA ICO % Frida 
7% Vo PMs BI > FE iid aE ICR Rete 
SHLUMIRIEIC CHAR 5S SHIRE 
LU RD D1, WLOGe 不 整 合 花岡 岩 
BRET UP A OFF HE ind PIC HS BHR 
SLPE Schollenkomplex® Einlagerung, 及 
wt Harz, Bayr. Walde, Fichtelgebirge の 
Migmatite に 及び , Hefei Tj ~~ Grund- 
gebirge, アル フス , Gréland OF Mitac 
つき その 外 診 物質 と 共に Gesteinsverband 
の 性 質 に つき 研究 を 行 へ り 。 CChemie 
Erde, 10, 271~310, 1936)( 河 野 〕 
4481, 人 工 王 酸 橋 中 より 交 石 及び 角 阿 石 
の 品 出 に 就 て で て Grigoriev, D. P., Iskill, 


H. W. 

ay HEAT & FAN A] O 反 應 開 係 は 多く 
OME ICTS CH LC RES SOY 
完全 な る 正規 の 場合 は Bowen gRoOP; 
PALME ISIS Cape し が 如く , Ca-Mg =r 
Ata th DYER IC FAN ARR OAD YA te 
Vo THRESHSSHAICAME-HA CA 
Fk) & fA e OFC RREB 
FROMM DSBS), 即ち 本 場合 に 
は 反 應 列 は 一 つの 中 間 過 種 は 現 出 せ そ ざ る 
な り 。 WIG AC ABE IK AS RSC ERE IC PST, 
Mg-Hi 71 & HAN 4 Ola) © je EME BA FRO 
TP RENE & FURR AY IC HEE Le TUE IE IO 
一 部 を 次 の 如き 形 た 表す を 得 


L 
Mg-Pyroxene 
Mg-Ca-Pyroxene 
Hornblende 


b) PEFEOBE FEL V 天然 叉 は 人 工 燈 液 
k UPR ORE) KAN A OME ICH HS 
を 明か に 見 れ ど る も , 棄 知 の 如 《CaO:MgO 
:SiO2g =1:1:2 の 乾 燈 液 の 周 結 する 場 
GIL ABH AOD. LES F 
YS HM IK HO RBIS ih HA LBL (ak ELBE 
の 降下 に 従 ひ 燈 液 と 反 應 に 預り 角 関 石 を 
BAT ICES CHALROMAEBAA 
PAIK BMES TKS, WS ARO Be 
OLR Blt F OMRIC EV MER 
EEGERIREL ST SBRARUKEGH 
係 の 確認 すら る ト ゝ 場合 な りつ 。 

UE BIC PST F BARRE © BASE AF Ic 
味 あ る 如く 考 へ られ 本 方 面 の 研究 の 大 進 
歩 を 期待 す と 述べ た り 。 (Zbl. Min, A 
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82~87, 1936) Caf EF) 
4489, HERP O BATHE Vilensky, 
M. B. 

本 分 析 法 は 春子 製造 用 の 砂 の 分 析 に 用 
ひら る る も の に し て , ERMA SiO2,Al2 
Og, FeoO3, CaO, MgO の 分 析 法 な り 。 
LORE O—ABE L Hite SB Hi it ERO 
分 解 に 際 し て HF 及び HNOs を 用 ふる 
に あり 。 SIOg 以外 の 成分 の 定量 方 法 は 
一 般 法 と 同様 な れ ど も, 成分 の 分 離 操作 
は 著しく 簡単 と な る も の な り 。 こ の 方 法 
Kk L-lOa Hic UCH I 日 前 後 
EET ZcpeTLE-~V, CAm. Cer, 
Soc., 19, 91~92, 1935C 待 場 〕 


4483; oh Zid OBO PE Mellen Engelhardt, 
WwW. 


岩石 及び 硫 物 中 の バリ ウム を スー Zee 
分 析 に 依り 定量 的 に 決定 する 2 方 法 を 
家 載 を せり 。 人 第 上 の 方 法 に て は 0.005%~ 
10%BaO 守正 確 に 決定 し 得 られ , 第 2 の 
方 法 は 多く LEVERS BO, Ba の 含量 
を 一 定 濃度 の 間隔 に 陳 分 し ,3 つっ の Factor 
に まとめ る も の な り 。 RKOMME RE 
園 は 約 0.000122 BaO we 0 5 IEMA Oo 
TECK, 225 HO GARB, 岩石 
の 企 均 混合 物 , RARE 生物 界 の BRS 
Ba に つき 分 析 せ り 。 目 的 は Ba oH 7A 
内 の 分 布 及 生物 界 に 存在 する 地球 化 皿 打 
規則 を 見 出す た に あり 。 BHO RMR O tn 
SS I ARMA TROBE 
中 に て は Ba GRAB, ARABIC 4 + 
Y PIE OID Ot wD を 置換 し て 存在 せ 
Yo 一 般 た に K=- 斑 物 の 最初 の 品 出 物 は Ba 
KRABI It Ba に 逐 し 。 従っ つて 


病 長 性 岩石 中 に は 最も Ba 多く , 花 章 岩 性 
gic (4 Ba D ¢, whip Pegmatit に 少 Lo 
最も BaodseltaKovaRs Zens 
SH LPEG RODE Ie Vo IKRMBIC TIE 
AEM ER Zi LA GRD Ba に 富み , 
砂岩 は Ba Dic Lc, 最も 少 き は 石灰 
BRU A BROKIR EG e Bok my Kc it Ba 
(LL 現 は れ , EAT © Mi4fy te S Celsian, 
Hyalophan, Witherit, 
Schwerspat 3% 生成 す 。 生物 界 に で は 
Ba は 和 社 々 現世 植物 の 灰 及 び 化石 植物 中 
に 多量 に 集積 し, 特に 薬 部 に 富 化 を せり 。 動 
Pa PEAT BEAR HE 1c 1k Ba は 極め あて 微量 な り 。 
ATO Ba 含量 は 分 析 閣 果 に 依 れ 
ば 0.0452%% BaO zt, y 5 (Chemie Erde, 10, 
187~246, 1936) Cap EF) 
4484, Kapverd 諸島 の Sao Vicent 
及び Sal BORSA Rostock, H. E. 
アフ リカ 西方 海上 に あ る Kapverd 2% 
島 の Sao Vicent 及び Sal BoA em 
MICHK L, OR BIER を WRAY 
に 多く 研究 せり 。 Sao Vicente jk Y it 
Trachyandesit, Sal j3 k Y [Ue WEssexit 
ょ と Augitit & pic Bley, Augitit は 
TECH a (CORA te 3 AE RL, FSET 
OBEN iL “ Porphyroblastisch ” a fh Fi, 
EY 5 WER & FERMI BER LIB ae 
20 MAT LLORES TO, ED 
析 と 共に た に ノルム を 渡 出 し , FOAM Ray 
と 比較 せり 。Kapverd 諸島 の 岩石 の 82 の 
Pit Bae MEL し て 研究 を る 結果 , 
大 西洋 の 岩 五 春 型 を 示 し , Kanaren 3 2 
Hed “CJR Se JTW. & At V [Chemie Erde, 
10, 153~+186, 1936 う [河野 
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4485, Shawinigan 瀧 地 域 の 岩石 
Osborne, F. F. 

Grenville 4 OHH, MIRO & LEO 
Shawinigan #EhbbkIC PS 3 de te ERY 
Witt C28} SBA(4’1z Morin anorthosite 
と Saguenay anorthosite と の 中 間 に 存 在 
せる Laurentian 地域 の 季 型 的 な る も の 
MILES, 一般に 火 成 系 の 多く の も の が 
TRAE } ew, 本 地域 一 般 よ リ Shawini- 
Sangre Mh Me O Hh Et AAG HL te Y .Grenville 
系 の 下部 は ぉ そら く 炎 山岸 よ り 導 か れ し 
も ゃ の な る べし 。 上 部 は 見 か け 上 下部 と 整 
含 的 に し て , 水 成 岩 の REE O 結果 
ZV, LMOBA(E MS dt LL FRO 
AN OMA ICAU L, Sillimanite 生成 
OBRARE ICH Vo 本 系 の 上 部 分 に 存在 
2} SERS es ERA ERIC CRE Che 
( , Pik! AO ws “pressure shadows 中 


MLA OBIE & V PAW Te B BEAN IC TE. 


AEE VG AMO KT & HU, AS 
OTs 8 Eta Ar hilt © TA IR it Grenville 
ROBT & iE OBIE & Zt V . (Bull, 
Geol. Soc. Am. 47, 197~223, 1936) 
C 河 野 〕 

4486, Texas #ftmseoeteyp 
McAdams, R. E. 

Wolf (7th, Bear Ema ROA 
IEE A LH & Bite & SREP DRTE LA 
す 。 Bear |O’OABALAT Ske 
Wolf OLOL UBL ORY LES 
ら る 。 VrAYLERAoOLbI Wolf jy 
OP RCM SIKKCO CHT Chiaey 
NW AYOSEHO Retr SL, Weak 
% Wolf i 4E ii AO KEM IC eT S% © 


SIL, WoC RAOB Wolf jlo 
BRC SIC GEO CHIT, Yuay 
RUBE D FAIRE & VARS SB ic 
Wolf (ite Me Bs-k VS MAmMer 
考 ふ る 方 適 営 な る さ し 。(Am. Min., 21, 
128~135, 1936)C 往 内 】 

4487, 本 邦 火 山 の 地 球 化 皇 的 研究 ( 其 三 ) 
== AW OMRILOSHRRE Aus rx, 
閉 者 は 昭和 8 年 ょ り 癌 奉 を せる 伊豆 大 島 
Jet, 硫黄 島 , 洪 間 火山 , 草津 白根 火 由 , 那 
BI MUSE OU SAFLD EBLE IS X @ jE 
TAGS SPAMS BEBE Vg WESMFLIt — 
WICH E te LCHEM L, % OMESTLERD 
中 央 部 に は 比較 前 温度 高き る の 多く 存在 
Ly WRSAFL © MBER SO MI LY 噴出 
ROU S OKIE SM, Rune 
FA TURE © Be ia BE IC RR -CHLSB, 大 体 
IE THAR O HUD £ VEX DSK KOC 
Hira LE © WG & WS FLERD ABR SB, こ 
NUS L& MUS S%OKIEY SHELA 
せり 。 CH ft, 57, 255~269, WB 1DC 待 場 〕 
4488, 浅間 火山 の 糖蜜 水準 測量 ETE 
AEB 

火 呈 の 附近 に 於 て 精密 水準 測量 を 行 ひ 
共 れ に ょ すり て 叶 0 火 前 に 傾斜 計 に 現 は る ヽ 
地形 鎌 動 が 如何 な る も ゃ の で あり , 如何 な 
DME UST LORS DSW LS 
SEIS MUALR & AM OPES & HWS Se 
ERA CV, RAAWO PLAN 
AYR OWE LSEIC AMES 3 Bet HA 
OPEC SILA» RRC OMPE LS 
Efi te & WW ICH UC O_ LEHI UCH 
HU PKL HS OMILIZAL BWP, 
BUH © GS EIEME CRY Sit PEK 
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Y kp OK PEM Ee TET CL ABEIC LT, 
FES (LBS © AID © FP Ic REM ae 
EBMICBwg L Wahi t UC ai iT 
XY GFE A, SED PSH & SY BELA] LE 
な る Ac BAM % ASHE, 登山 道 を 山 項 に 
洋 し 小 詳 町 へ 下る 水準 路 を 撰 び 埋 石 し 

RUPEE SC HH — [OWE BSE SX Vo 
PER AN te ke SRAM O ha = ROBES 
KUT SFR iO PAU IC KSB 
の に UCH Opa & ALPE KE © Re Ee AT 
DX SIGN BCMA LB S+ 1 PK @ Sa IC 
言及 する と と は 不可 能 な れ ど , —HoOK 
HEY ODL O70 O bein (LIE k YS m 
の 譲 落 で 議 み と り 得 る 故に 今回 の 結果 と 
HERES AE, Ut DRI IC CL 一 般 の BRE 
は 認め ちら れず, 即ち 5m 以上 の 隆起 , Pie 
(HEX LOLBGA~bHSoS MEAKO RIC 
CULE ME (, Fa RRIC CL HSm, AIK 
て は 約 18m の 隆起 を 地形 賠 と 比較 し て 
認め た り 。 CHRD. week 14, 18~25, 

1936) CAF) 

4489, BEIEH#EBO Batoe Tara 火山 
Hartmann, M. 

本 火山 の 噴出 物 は Stromboli Type の 
も ゃ の に し て 最 古 の 噴火 は 1849, 1850, 
1852 年 等 た に し て 著者 に 依り て 九 種 の 燈 岩 
研究 せ bh, Lencitit, 
Lencitebasanite に し て 1847~185 248 » My 
出 時 代 の 燈 岩 流 普 びに 本 火山 村 成 の 外 の 
燈 岩 は 以上 の 燈 岸 より 成り , ARMAS 
teak VRS 蘭 領 印度 の 唯一 の Kali- 
Reihe の 活 火 山 に し て , BOB ERAT 
ME ERE ICES S & OC し て 分 析 鞭 果 
は K20=3.76%Nag0 =3.20% な り 。 CZ, 


Leucitebasalt, 


f. Vulk. 16, {80—191, 1935)(#8)5) 
4490, 火山 の 火 肪 に 於 ける 原 成 的 深 さ の 
差 , 風化 及 富 化 作 用 Bernauer, F. 
KIWELS Ht A ARILOAHBIC SY, 
EAC AWA IST ULES HB RPE BE I BA 
係 あ る 如く 思 老 せら る 。 WMOMO Bae | 
元素 は SSeS De As) Bisby eR 
Zn, Cu, Sn, Ni, Pt, ic Cl, F, NHg jc 
LCT OBE FISK } GS © Hh BIC BE L 
TIL FORME & DFE AE CARICA 
KILO CBRE > 1.2% O HH fe 
DYN APIA BATS, 228 風化 作用 
DEG ic GEV CALS tr, MEV Bic BR 
+ SWHICKV CH ( OMROTE DSS 
WD VG ZIM UCHRRE OFF 
1) DIBA ICR CHRD (EAH Y lta 
SUASAILO PAM IC bY Tid 30 % Yew 
Ue BE IC CHIC BA DBE OT % OLE 
酸 を 生ずる 如く 岩石 を 破 雷 す る に 至る 。 
i} し て その 藻 解 物 の 一 部 は 地下 水 に 加 は 
Y, WL ASSAF © FAI SC, BEB 
右 准 を 風化 す , (A し 鐵 の み は 例 外 に LT, 
鐵 は 強 き 酸性 濃度 の 地域 に 於 て の み 深 解 
す , 然 れ ど も 深 さ に 従 ひ て 酸性 は HR 
り リ て 同時 に 到 る 庶 に 増加 せる 硫化 水素 が 
作用 する に 至る 。 そ の 結果 FeS の 229% 
EGAD SHRI RUM OAZILAORA 
を 生 ず 。 KN OPI e RUF 3 ic B—-13 Js 
度 降下 に 依り て 原 成 的 深 ミ の 差 の 成立 , 
第 二 は 種々 の 依 局 含有 深 液 の 成 生 の 可能 
Me, 第 三 は Schalstein, Propylite “fy 
き 理 酸化 せる AAO AIM, 第 四 は YES 
FRAO IC SS UCHR el) ROR OZ 
現 せ ざる 事 を 著者 は 逃 ぶ 。 CFort. Min. 
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Krist, Petr, £0, 31, 1936) CHRIS 
4491, STORRS 佐渡 道隆 。 
As Sik © Fr Witt it, AMO kV Bek 
LE SBIR AL VAM, 各 岩 種 の 生 
成 順序 は 次 の 如 Lo 先 づ 中 性 の 深成岩 が 
FATS CLE Re SAMA, Bice 
SLSR LU CHES rH etey 
SRS RIC BRE & EY CH REE 
Fr Wit > REEL Hs FA AE @ BER 
KK LE SLORY o UE O Rely 
か 或 は 全然 別個 の 時 期 な る か 不明 な れ ど 
AERO RAR SV, それ ょ り 人 分離 し 
hOER7T TA PBZ EAS LB 
FOB IK FED CA IUOF BE IRD Be 
O, dh MIC BERL EA Vo ii UC HE 
ACM UTI H20, K20 等 を 供給 し て 
自 雲母 化 作 用 の 因 を な し , Wiest kh 
昇 し 來 り て 加里 長石 の 変 代 を 行 ひ た る も 
DEY HWE TK GH, 112, 1986 う [竹内 


2s hk S 


4492, AVE POG Abliield, F. 
此 地 方 に は 各種 の 火成岩 が 存在 し , MC 
種々 の type OMe aA HME TE MICH 
し て 残留 する を 以 て , RKBO MEIC Id 
最も 都合 よく , BEAK pegmatite stage 
の も ゃ の より epithermal stage D4 OC 
SIERO LOE DAL VS ZIKFOT 
PEA ORME OEE ZIC LC, 著者 は 之 等 の 
HAO et ops, + OMMRARVB 
KORE OPAGRE kV MI DBE ER 
OM DHE Vo MEK CHM te 
L, A. Ago type OPip, B. volcanic 
type OPER, C. alluvial deposit に し て 


Au, Sn, W, Bi 筆 を 含め る も の 。 之 等 の 
5% A type の も の は 更に pegmatit 及 
pneumatolytic deposit & hydrothermal 
deposit 2 IC 3p, Rie OM MH IK 
より て 3 つ に 分 ち , 後者 を hypothermal 

の 会 右 英 硬 床 より epithermal o7\k shyk 
床 に 至る 迄 の 7 つ に 細 別 せり 。 B. type 

の も の は Uncia type, Potosi type. Poopi 
type, Pulacayo type の 4 つた 世 別 し, = 
等 各 type OL OKD* CHM V, 

(Econ. Geol., 31, 48~72, 1936) Cip Uy) 


| 4493, Bolivia  Corocoro SOR ER 


Berton, A. 

Corocoro #i jit Bolivian plateauy py 
ok ¢ La Paz x ) 6h WoO Bic & Y 
C ARs & 産出 す 。 地域 は 水 成 岩 ょ り 
成り , 多 く は 鐵 分 に 富める SIAM Bic 
Lt, N30°W ome FALE UC 
HS Vo AUER YO FIC NRA DS VT 
AOMALEMIK EU CO OBA AK 
され , MICRICKK 3 EER & He L 
も の と 老 ~ ち る 。 BW SARKIS BLE 
TRA UC, BiG HE (x PS Rea AR IC HR 
WLAT dA OL. OKT 3 EF, 
DRC D BE 3 WG © J RRARO AKG & 
DF Rad Xe OBS BE Be — RIK PRB Lb 
LDLEBA~5So, URS MICEMIK 
YRAO LMILORW BH eT, 二 炊 
HYD FRG OMS % EXED SR の な 
Y ,(Am, Inst. Min. Met. Engins,, Tech. 
Pap. 698, 1936) (47) 

4494, Georgia Nl Battle Branch 
金山 に 就 て Park, C. F., Wilson, R. A. 
MEARE Carolina 片 施 岩 中 に 3 つの 
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zone を な し て 有 克 胎 せる 含 金石 英 脈 に し て 
Kase SF Sila 3 stage OPFe(E 
用 あり て , 初期 の 高 則 の stage ci Hiiy 
A, ih th EMA, BSR, 折 雲 母 筆 を 生 
じ , その 次 の stage に は 鐵 自 雲 石 , 石英, 
Wb & REL, 最後 の stage に 至り 
CHET, HPT, CEE MBE V Bi 
FAR eo ok & ARR IC HAH DS BOK UTIE 
に hypogene origin © % Ot; Y 4 (Econ, 
Geol., 31, 73~92, 1936)( 11 F) 
4495, Ontario Ji] Central Patricia 
SURRRISRET Cormic, J. M. 

© OBEY © DEES GAOK J D band 中 に 
HELE SS OI UT, BEGET, Wie EA 
BITE, RLAUOR, 石英 , 方 解 石 , 終 泥 石 等 ょ 
DRY, QE. 一 部 分 2EORWOR 
あめ に 変 代 を せら る 。 SIMHE UCHAMY. 
外 の 之 等 の 硫化 斑 物 中 に 含有 も を られ , 稀 
I< (A FAG EF IS SC HB HD TGS OL 
SV, ERSBMMLE し て 現 出 そる 磁 硫 鐵 
Dh HULL UIK HD D 終 泥 石 His 
比較 的 高温 斑 床 中 た に 件 ふも ゃ の に LT, BE 
液 は 初め の stage に は 相 営 高 湿度 な リ し 
る ゃ る の の 如く , BEEK hypothermal の % の 
L#BA~AbS, COBKO Ms に は 3 っ 
DOKRBKS V> 即ち (Ei AO Kite d be 
BE, A RBE RU Ka URE aS eC BEE 
し , fi. CHKOMAL HR SSL Oo 
如く 思 は る くも, BK OBR EE It 
Keewatin formation tific (pu c AE 
Ck 3 BW CAR a LA LCA CK BH 
WEFSRPRIC LC, 一 部 は そ と に あり し 
鐵 磯 層 を 変 代 を そる も の な り 。 (Econ. 
Geol., 31, 93~103, 1936)C rawr) 


4495, Colorado}l| Ward HA OZER 
FROBEEISRE CT Wahlstrom, E, E.- 

HA ILC OMA O BIBT & Hh SHO 
WM & ORIFICE CHE L, BRO PRK 
を 調査 し その 成因 に 就 て 研究 せり 。 

此 地 方 の 地質 は Pre-Cambrian Schist, 
gaeiss, granite 及 quartz diorite “#35, Se 
出せ る 例 岩 石 の 約 三 分 二 を 占 む 。 Ward 
地方 は Colorado 確 床 功 の 北端 に 位 し , 
AAAS EHR ICES SBA CHR 
の 成因 を 研究 する に は 最も 好都合 な リ 。 

LED BAe ea LZ O RL 
We し て 出 で , MC — OAR YU mR 
た り た る も の と 才 へ られ , HHO BBE 
monzonite porphyry 及び diorite porphyry 
BL UMVYV, ERAMAEL UT felsite 
porphyry|c UT, 或 部 分 た 於 て は dellenite 
porphyry %(t dacile porphyry 2 RR 
る くも の も あり 。 、 

DRI. Z3FO porphyry & BBere } BA 
FREHLEY LZ ORLADS OHRROK 
OWts eH LE StOKV, SHEOM 
て の porphyry (£4 AIA LIC ILA Lic 
る も の に 非 ず し て gold-copper ore ょ り 
BRS LOMALKLVLHNCHALE 
る も の も あり 。 著者 は 之 等 の porphyry 
{MDA L LI — DML VELESR 


の と 考 へ , 各種 の porphyry が 僅か の 相違 」 


を 示せ る は , それ ら の 冷却 及 分 化 の 程度 
の 相違 に よる も ゃ の と 考 ぶ ふ 、。 

4 Ward thy OPK AR Porphyry OK 
生 順 序 を 概括 すれ ば , 先 づ monzonitic 
magma より 初め dike rock を 生 じ , Bree 
iC LY CABS AL, Rie PAB の 形成 
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と な り , 更 に latite porphyry. monzonite 
porphyry 等 の 成 生 が 起り , 臣 層 を 生じ て 
ZIT 治 ひ て Fi, HOH, BEST, PY mgs 
Dh BRING HE HE 71, ARERR & YWt し め , 

と の stage lit SEER, HB EEMEE 
MB ethocHh ROW AREY, 基 後 一 
J¥ erosion の 時 期 が あり て , Me ( L 
porphyry の 小岩 韻 を 生じ , 最 後に 玉 身 質 
Ai, Lis BMPR IG OM LIEN & 
FRU 3 Oe ) & Z3.,CEcon. Geol., 31, 
104~114, 1936)( BF) 

4497, SRB Ase e+ RW 

彦坂 一 男 。 

esp lee Atami ess Tumba ee fe 
あり , WHestEL UC HSER AR OM 
BKREROUEARHA A, 結 品 片岩 等 
より 成り , 新生 代 と 考 ら る 玄武 岩 及 
凝灰岩 に ょ り て 彼 覆 そら る ゝ 部 分 も あり 
MES Ae PEA CNR, TASER it 
BORKEBMS 0 titMice Reith aA 
岩 脈 の 現 出 そる も の あり 2。 

TRAE RAR AK a eth bt BR 
ABA IRKIC BT Sb oOLw br, 
WERik VY ABER > RAO RAIA 
し て は な ほ 研 完 充 分 な ら ざ る る も , MWS 
IRA ARE PO AIR BIEL BIC 
て 置換 変 代 し て 生じ た る も の の 如く , 続 
JER O-BRWKE SAVAGE 
DEY LB~BSLo TKO MILE KOO 
へ ~70 米 , 延長 300 Kic 及び 走向 は 西北 西 
に UT HIT BU0~ SOO RAAT 6 BF BI tk 
PHRWBHORAT SH), SERA 
8 te 3 BAIR AIC PAL UC % OBER IC 
te しむ 。 GRA ODMBRE DEER 


' ¥5'69(45) 
il Lo 

ye |e ee SD BE 

1 257 47-25) 45 | 0-36 

2 | 120 4052, 86 0-54 

3 3-96 | 45-81) 35 0.63 
CHAP @SR 52, 245, 昭 11XC 中 野 〕 


Bi te kk SB 


4998, 日 本 産 原 測 の 一 般 成 分 (第 5 BR) 
幸 林 良作 。 

ATR BC AES Os BAR DY a se phe SP tr 
る ナチ ナ フ テ ン 族 炭化 水素 及び ポリ テ ナ フ テン 
族 炭 化 水素 に つき 詳細 な る 研究 を な さん 
と 欲し , 朝 日 R. 25 井 の 原 油 を 3cem Dyk 
FRO PIC ER Ly AS fl A EK ERO 
BRAK ERE LES BOI VAN 
Re SRV, TOPE SMI k 
れ ば , COW BMS Rare LT QVHAK 
チ テフラ テン 族 炭化 水素 が 主 成分 を な する も , 
1385~140°C way fit FO HpIc HBR 
PDF SWARACATS & WWW SHEIK & an 
KALLE VY VERA & te BIC PEORIA I< 
IK 7 F VIR KHO eR CT 2 
ERNRD 7 7 sR AKO it & HHL 
185° ~ 190°C may whic BHiFEE LT 
QIK I 7 F YPRPAOKSHEK VE SW し 。 
( 華 化 , 39, 261~263, 1936)( AA) 
4499, Santa Fe Springs iWijMish 
Trask, P. D. 

THEE © HERAT ICE AS 6 ARDS 
Ai XY BES DA IC BAP TE S BS TH 
DAES _L fi DC HEB Te SSEIC GT 9 HAS 
が California の Santa Fe Springs 油田 


#70046) 


a Ft HM Th OK 
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に 就 い て 研究 せる 結果 に ょ れ ば 同 油田 油 
Eka 0.053% 27K ECE BOK し 
CHERTES HE ICUS & 有機 物 倉 有 量 は 3.0 
2 と 推 室 せら る ゝ を 以 て 1.8 2 が 石油 に 
継 じ た る も の と 推定 せら る 。 こ の 推定 は 
WEE £ OY TiO AK bow & efi 
Mie UTHER LIL E UK SL ORS 
Lo MW UCR bik } Fi OFA 
HER DSS EU CHRON 4 4 が 
THI IC et し, 探 油 量 は 15% 以上 と 推定 
a b B CB. Am. A, Petrl, Geol., 20, 945 
~257, 1936) (AAD 
4500, 堆積 岩 の 成層 Kellel, W. D. 
最近 の 研究 に よれ は 活 土 朋 駄 物 が 頁岩 
の 成 民 及 薬理 の 融和 洋 に 重要 な る 事 が 推定 
25S SIC VS TREK T ZEON 
Hl > BSE BE BA FIC WS CR 
DB NC REG EIS WET (LH 980% ATLA AY IC 
一 定 方 向 を 有する も の な り リ 。 著者 は Put- 
nam より 得 た る Montmorillonitebeidel_ 
lite ij ENR A: & PRU Ld Ts 3 ER 
懲 鏡 下 に 於 て 考察 せる に , 2EOBIKY 
は 結 品 せる 如く 一 定 方 向 に 員 列 し 真 岩 に 
見 ちる くき 如き 性 駄 を 旦 し た り 。 即ち 頁岩 
の 麻理 及び 工 理 は 含有 する 脇 駄 物 に ょ る 
BOSH, VAR ae CHE TER 
LCA LC 薬理 を 時 する も の な る W 
bo PAIR GY OTH AARNE ON RE は 
c= OPER HICKS %OS ML, Cour. 
Geol., 52~59,1936)( AAC) 

4501, Haskin” #88 Fr Marx, A.H. 
と の PAPI It Texas 州 の 南東 
Brazoria に ある Gulf Coast 4 AIT 
OPAL OrV, th UCR > RM 


珍 を 時 し その 附近 に 露出 する 第 三 紀 層 中 
CHEA LAM IAIBIRE BIT S%LORVS 
MMA ROAR & cap と し [AN 
FED BLD ATR EE US (LAB YG BY ELE RE 28 
存在 し, 二 炊 的 に 生成 そちら れ た る も の な 
り 。 と の 硫黄 奏 床 は 1923 年 以来 過熱 水 を 
注入 し て 溶融 す る Frasch 方 法 に よ ょ り て 探 
His, 即ち 深 融 する も ゃ の を IFS OMe 
集め air lift の 方 法 に ょ り て 控 取 し 居る 
LoOUwTVS ii UTS Axe 4.000,000ton を 
RED, far Cap 居 上 部 の 砂 及 砂岩 より 約 
10 年 間 に 500,000 稚 の 石油 を 産出 せり 。 
CB. Am, A. Petrl, Geol., 20, 155~178, 
L936)C AAR) 
4502, SEI SAR CBRE) Sit 
YEA ae HED 

ACHR (EEL a & bre HR BUT SP 
CIA TAH 7 回 反復 し た る 183\155°C 
の 館 出 油 に 就き て その 性 息 及 び 成 分 を 研 
完 し て 得 た る 結果 な り 。 即 ち (1) 館 出 油 
の 皇 成 分 は 正 2 チ ン 及 び ノ ネン -=(C23 う に し 
CLEORS TORR K VIELE 
る に 95245 な り 。 (83) 芳香 族 炭 化 水 素 を 
HS TCYE IC HEU Hit HE LE BIC A RH Y 
Te WUOAKT % OAs fd Fp teak O 
#1 3.376 CHEST 9 Of File teak O — 
成分 と し て BB-FRFNAAT RY Mis 
3.3— ヂ ェ チ テルペン タン の 存在 を 推察 し 
た る る も 棲 あて 微量 に し て 乏 を 認め 得 ず 。 
(4) Cos の 一 成分 と し て 2 ノ 2 ネ ン ッ ー(DD 
の 存在 を 否定 し 得 ざ る も , 候 り に 含有 ゃ も 
Hid CMI LC ZEROS, (<5〕 n- 
CoH & HEL OPER & WES V (6) 
PRY = QOGHE ® MERE Yo CIES 
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39, 258~261, 19360 AAI 
4503, 石油 成 固 Broaks, B. 'T. 

地質 時 代 の 古き 油 頁岩 中 に 有機 物 が 存 
在 す る 事 賞 は 石油 が 有機 物 の 熱 分 解 上 生 成 
Wich bY Sz kL, Ho Treibs se zs 
Boney, , Arr ep yRIT Wr 
石油 中 に chlorophyll porplyrins % %¢ FL 
CSR E—-RRE MT LORY, 一 方 
BE OFWILBIC LOCH LBS RR 
定 の 成分 を 含有 する 事 賞 は 
ibe (CCR 同様 と 推定 を られ, 
Wh AEG SH LCRA D&O LIC CAH 
HEM RILIE ARETE SBEOICLT 
carbon-ratio theory (4 Fi KAI LU 
単に negative value を 有する も の な り 。 
Set Li HO db FY tt 100°?F を 超 ゆ る 
事 な く , parafilas oye (Lok VRE 
Doe te VHA PIC RF bar, Bh 
の 影響 を 受け ざる も の な り リ 。 HWAKO 
主 な る APR Is 
sugar, proteins, lignins, oleo-resins, wax, 
fatty oil, 等 に し て 特に fatty oil は 主 な 
る も の な り 。 有機 物 の 腐朽 作用 は 石油 生 
Ro MMC TNS, OIC UT, RIL 
な る バク テリ ヤ の 機 屯 を 研究 する 事 が 必 
Bite Vo Ti し て 石油 生成 の 低温 生成 は 堆 
Mia OWL URS S LMT SRO 
te Y CB, Am, A, Petrl. Geol., 20,280~ 
300, 1986)C /\ 783 
4504, 海底 堆積 物 中 の バタ テリ ヤ 
bell C. E. 

南方 カリ フォ ル = ヤ 海洋 に 於 ける 堆積 
PMc LBP LV KIC NTF V VRS 
¢, Ae L milliliter spice fy 100 % な る に 反し 


cellulose, 


peats 


cellulose, starches, 


Zoe 


HES Pas 11k L BUH 1c B1.000~10.000 ze 
り 。 病 し て その ハグ テリ ヤ の 分 布 は 水深 
に は 開 係 な く , 陸地 ょ り の 第 離 , YAR BE © 7m 
HICK SCOS AM HOUR OATES 
MAEMICLE.OWV 5 堆積 物 の 深 さ に 
よる 分 布 は 深 さ と 共に 閉 し く 減 少 UF IK 
Som 以下 に 於 て 閉 し , 素 面 に 大 て は 好 無 
PEAS D FY 7 (LR SUMED #2) 50~100 倍 に 
相 営 し 15cm の 深 さ た に て は 路 同 量 存 在 
す 。 oxidation-reduction potential は 深 さ 
と 甘 に 増加 する る , HWM ae it YES L 
共に 減少 する も ゃ の な り 。 海 席 堆 積 物 中 の 
バク テ リヤ は ammonification, proteolysis 
nitrate urea 


reduction, nitrification, 


fermentation, chitin digestion, methane 


production, fat hydrolysis, cellulose 

decomposition, glucose, xylose, arabinose 
fermentation 及び starch hydrolysis を 
行 ふ 種類 の も の な り 。CB. Am. A, Petr], 


Geol,, 20, 258~269, 1936.0 AK) 


Re oe UF BR 


4505. Wale OMERUBABERE 
Volarovich, M. P., Tolstoi, D. M. 


筆者 は NaoO-CaO-SiO» FR, Fo 
PRUE, BE OBER U 燈 岩 の Hi RE & MESA 
(22 jE & 780°~1400° 問 に て 測定 せり 。 
BEE O A AMICIE RD 5S SH RERO GS 
導 度 曲線 の 中 折 は 結 品 作用 に 基く も の に 
LC, 一 方 太子 の それ 等 は 共に 滑 か な る 
継 化 を 示せ り 。 又 燈 岩 の 曲線 は 此 等 十 者 
VP [AJAY Se AE Vg APF IC ET LTIOO Ww 
1000° の 間 に 7. K''=1.65 な る BBs 
存在 し , MO MIFICIAC SZ EMO 


抄 72485 


a BY TR OK 


. 
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開 係 を 認め た り 。 CJourn, Soc, Glass, 
Tech, 20, 54~60, 1936 う C 大 森 〕 
4506, BHbEMeSCWFS) 不破 橘 三 。 

午 者 は 一 定量 の 酸化 第 二 鐵 を 含む 調合 
CECH UC bd & SHOR & IER 
増加 し た る 場合 及び 一 定量 の 騰 元 痢 を 含 
む 調 合 に 酸化 第 二 鐵 の 量 を 順次 増加 し た 
る 場合 と た に 就 て , 砂子 中 の 鐵 分 の TRE RE 
OBMt HT > RUBE S Ae Vo 
HUMIC PS CLAP F PIC AE SS FEO tt 
(Lt 7G BH 2 tet 2 He HC LEB) UC RH Hin 
L, ita Hilo ttozb> & eit epi BT S 
も , SpA L SEC HE  & HE UGE CE RE 
ERVE VG BA CHO iO 38 hn 
と 共に 低下 し, KGAA S AS Sy 
2 file] (MERU © & HICH Vo 
後者 に 於 て は , FeO/FeO+Fe.03 oF 
BAL ABF BD GR 77 AS 12 附近 に 治す る 
EMR SB, COLIC CAF 
20, BF % felt BF CR CARD 
の 増加 と 共に 線 黄 色 か Df Ty A He 
を , QAM BABE IC HS Clk 青色 か ら HSE 
Ty BGG EBT SKANV, BTM 
~ “CLAP % HF D5 AA L AB-F 
Wy OL Ss SOIMP Tt, 加 へ ざる も の 
ょ りゃ も 短 き 波長 を 透過 せり 。 RE 
44, 219~230, 昭 11C 大 森 
4507, KAUBBREZOGRRE Chita- 
row, N, I., Iwanow, L, A. 

#a HALA Be US EIR SE © fis FE UBLRE & Ye 
定 す る 原理 及び 賞 験 方 法 に 就き て 迷 べ , 
ROERE WAH VS BP BkICH Uc it 
374° に し て , HERRBSEO 0:5N-, 1.0N-. 
1.2N- 溶 液 た 謀 : し て は 夫々 391.99,400,8? 


BU 402.1° 0, COPBRKE VCH 
FRARGEIC WSC (LIK IC FERS © BUA 
液 が 認め ちら ちる 。 そ の 際 訪 界 駄 態 の 上 立方 
KOM (LLB HF D LER SE & ER VES BO 
te ) ((Zbt. f. Min. etc,, Abt. A, 46~54, 
1936) FF) 
4508, 粘土 の 水 結 合 に 開 す る 研究 
Koerner, O., Pukall, K., Salmang, H. 
Ha AM! DIK DH Fe AREE E Fn S FH ICAL A 
Be WARE eA IC HS TAL 
FE SAE EE CH SHE U DLR S 
WUE AER UC UCM ARK ORS 
& i fe ICH SBA RE Uo WIC 
SARL HS CRE PICA KY 
ASIA LIPRKD ERS CZLOKBM 
BS 2 ty As: Ott LWW S LOK し 
て 異種 水 化物 の 存在 は か 《 し て 得 ち れ た 
る p-x 曲線 上 に 蔽 階 を 生ずる 事 に より 知 
る 事 を 得 。 か 《 UCKPM ONAL LTH 
知 の Zettlitzer ヵ カオリン に つき 研究 し た る 
結果 該 物質 が ボー 般 に 認め ちら る ゝ Al2:03 
2510 22H 20m tH & AFF LT CAlQO3 


‘25i02〕.3H20 Beit Als03:2SiO。 15 


H2O % SMR % Otte d APY LO-5% 
WL DIKE ESA SE ME & tet B BOR BIC OE 
THHS LOSE MN VY, HMA 
階段 駄 に 1.5- 水 化物 より 1-0.5- 水 化物 を 
ME CRIM RO AlgOs2SiOy に 至る 事 
を 示せ り 。 CZeitsch. anorg. allg. Cem. 
1225, 69~72, 1935) (4a) 


4509, ADFMSICHT SBHO MgO Bile 


Mg-Co-Mn-5@(EMIC HST SER 
Thilo) B, 


SONA & AT EX ORB RRO | 


HH 3.09. fp 
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An in fete eI SRR AIS og PROC HE 
MgO 及び Mg-Co-Mn- 皇 化物 と 共に AN 
2 SUA OPER WS Ic BEM IC HSC id 
加熱 に より 和 失 ひ た る HO KABEBO 
TRE Ps & VCH S aan & /E Ry Alo 
SizOi-MeO® hi & FUKROL OLS ICMR 
し 滑 右 に た 於 て は MgsiOg 及び MeSiO 3 に 
加 ふ る に 少量 の SiO2 と 正幸 酸 増 と を 以 
て する も の を 得る な り 。 証 し て 滑石 は 加 
SIC BR UT 12 800°C (cA TAM OMB Je 
ひ MgSiOg と SiO5 と に 解離 し, BSE hy 
OBE yd 2k Beet SBS B/E S 


M20 £RMLTHERMENKS 金 局 酸化 | 


物 が 解離 生成 物 た る SiOg と 結び メタ 理 
(BLES LOR, GURMABES 
AE (LAE EER CHER UC BEING TiO Na 
OH, HCL SE CBS 3 AMR To UT 
OU < SEMA LA & FAMED 31 
Hd bH% OAM BARR IK HS CIS EEE 
ある も の な り 。 UME BCR MHEK 
WE & Gi CBR UM REMY Fi I< BSC IZ PRK IE 
DU TE RE TAT IC 1 Se BITCH D SrA Td S 
FMWD BIC LPAI HSC LIEB re ¢ 
BS LY Ae SEE RES te THERE 
OBES SICK VU HAORS HE Pie 
Yo (Zeits. anorg, allg. Chem., 1225, 
49~63, 1935) (4/0) 
4510, Fe-P-O #I<RET Wentrup, E. 
say FeO-Fe9O03-PoOs に 就 て の 研 
RN し て 部 分 系 Feo03-Po05 の 研究 に 
は カー ル ペ バツ ウム 製 FePO4; Feg(P207)2 
Fe,O3 を 使用 し 部 分 系 FeOP20; OY 
合 に は Feg(PO4)2 を 用 ひ た り 。 燈 融 は 
SCHUBERT 2 ye YMC CHF 


は れ 加 熱 冷却 十 曲 線 を PEPtRD A Re & 
以 て 測定 せり 。 そ の 癌 時 部 分 系 FeoO3- 
P205 中 に は 2BFegO3-PoO05 ; Fes203・ 

PoO5 , 2FesO0s.3Ps2O05 な る 三種 の 化合 
Wy texe L 2FexOg.P205 は 1095°C icf 
C FeoOs と 燈 体 と に 解離 す 。 叉 Fe20s 
PoOS [t O-B-y-D =4KTE DY oP, By 
0D RAE YE RE (LH 784°, 889°C te Vo I 
By & OGRE] Fe 30-50% な り 。 部 分 
系 FeO-3FeO-PoO cH cls Fe 46.9— 


| 59.8% Oil iC Oe EL ESL ORS 


が Fe 53.9% oOBKiCIEBBkS V, 4 OU 
JE 1008°C に . し て 他 に 化合 物 の 存在 する 
も の な し 。 部 分 系 3FeO P2O5 -2FeO3- 
3P205 の 場合 に 廊 て は 加熱 冷 厚 曲線 不 
2 te) LESS LEE & 2H) Fe87 Zo ptt st 
CAL ABLD ZO r.ML, ULORZED 
4 LAB IC BE Rie te BEA Ws 
Feo04.P905 ; 2Fe€203:3P205; 3FeO- 
P205 の 三種 な る 事 分 明 せ り 。 (Arch, 
Eisenh., 1, 9, 57~60, 19352C 鈴 木 


石 


4511, D—PAROREB Foxwell, G. E. 

等 者 は 石炭 又は ュー クス 中 に 存在 する 
硫黄 化合 物 の 各種 を 定量 せり リ 。 試 料 と し 
CH be SBD 392, IK 7.8, SHER 
4.25 RDO Fie es Mix OUR IC TC Hai 
し て 得 た る コー クス 中 の 硫黄 化合 物 は 表 
の 如 し 。 

COREL VM ae SAM, 落 鐵 太 は 
300° ょ り 人 分解 を 初め ,400?~500° 1c Hc 
最高 に し, 500° 以上 に 於 て は 完全 に 分 
解す 。 TEBE OD 7 WELL BOYD VE BEEN, 


pe 


7450) 


a Fi Oh Ye OR KR 


# 310 


RF 800° 400° 590°|600° 100° 
ca Seed  Eecme's!|| eae | 2s re | | ee 
HE GM WE, 1-75. 1-75) 1-42) 0-31) 0.0 | 0.0 
ee ee9 oct 0-71 0-55 0-44 0.01 0-01, 0.0 
4s BM UAEHE| 1-79 1-63) 1-51] 1-70) — | 
硫化 物 硫 音 |0:.0 | 0-13, 0-44 0-93) 0-82 ss doe 
‘inex mw i¢| 0-0 | 0-19, 0-39 1-20) 1-39, 
x= 43,00 040 0405) 0-10) 0-16 0-16 | 


| 


FesSg~FerSic な り 。 Wiis 600° に 
於 て 完全 に 分 解す 。 Fi MERE L400" Ic Is 
て 少し くく 減少 する も, 温度 を 上 昇 す る 時 
は 坦 加 す 。 芝 より コー クス 中 の 硫 慕 を 険 
去 す る に は , IKE COS GCI S tule 
WS CL, 特に 人 金属 論 尋 を 抽 ゐ る れ ば 更 
に 有利 な る と と を 知り た り 。(Gas. J, 
213, 31~33, 1936)( KF) 

4512, I—PARAORBPE Reynolds, D, 
AS Davis, )), D: 

筆者 は コー クス の CO2 WS 3 RM 
を 檎 する 試験 方 法 を 改良 し て , Comp 
を 行 ひ た り 。 試料 と し て は 10~20mesh 
の 大 さ の % も の を 用 ゐ ,5.c.c ORM FRE 
に 入れ , 850° CHT CO。 を 毎 : 分 5 cc 
の 束 さ に て 20 分 間 通 じ た り 。 と の 際 生 
ずる 生成 ケス 中 の COg BE UT RHE 
BLY ES COg OM BIE ERY EE 
を 知り た り 。 こ の 方 法 に て 各種 コー クス 
D\LHEVE BART DIC, BLIRVAREIC KSB 
wR tL, 500°~700°C 間 に 生 成せ る 
ュー クス は 略 最 高 の 反 應 性 を 示す に 将 し 
乏 よ り 高 温 の 800~900°C cP TUE 


TA UHIC TET 2) 9 UES © SHEE IS BURL | 


に 従 つ て 異 る も る, 原料 炭 の 固定 炭素 含有 
量 と その 反 應 性 の 問 に は 一 定 の 開 係 な き 
も の の 如 し 。 叉 コー クス の 吸油 性 と 反 護 


性 の 開 係 を 求む る に , Me PY © BH TE 
在 す る を 認め た り 。 (Ind. Eng. Chem. 
Anal. Ed. 8, 33, 19369C 大 森 〕 


4513, 共 融 結晶 作用 の 機構 Botschwar, 
AS " 

Azobenzol-Piperonal ic HST tk 26° ve 
て Azobenzol] の 26%wt Ic fs TIER ASE 
BEAL OMAL ZED EAE, 
赤色 乃至 無名 た に 依り て 万 別 せ ら る 。0~6? 
の 芳 園 の 温度 に 於 て は 何等 共 融 物 を 生 ぜ 
ず し て , WHOM GANOBEFS L 
高 湿 に 於 て は その 共 融 物 は 美 は し く 形成 
Stet S— hee UC AA biz lal 
准 さ る 時 は 標 式 前 Sphirolithe yc seth 
J (CZ. anorg. u allg. Chem, 220, 334~ 
836. 1934) HRA 
4514, SEED, 海水 中 の Ferrc- 
Manganese 層 の Radioactivity. 
Kurbatow, L. M, 

ョ シャ の 海 を 基 と し て 鐵 , ~ ya vig 
由 の ラ デ ウ ム 及 トリ ウム 含有 有 量 を 決定 せ 
る に カスピ アン 海 の も の は 1.2x10-1022 
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黒海 の も の は 318x10 の 間 に あ り 。 
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Cc OBAMA KEE (48~147 x 10 2%) 


DE RICFVUOLZEK Df OF FY wR. 


VILRb vy ail (, s#vxL 
比較 せ そば 岩石 中 の トリ ウツ ウム 草 より 人 少 し 。 
HORM Ke S% OX Y —JeH radio- 
active に L CHEE D ZT OK His DSK 
より radioactive H(,F7FUALpP YY 
A DP RIL HELD Fi & © JR IK GeV CHAE 
$F oCNature 136, 871, 1935) CHR) 


Sf BB A SE a RE RP 
FAS 0 WD WE 2 aT 


EVD IB 


Btn € 


自 第 一 RATE 一 
至 第 六 RE CAR AAt+— TE OK 


= RD RBI ABET AIRE AER © HIE IC L&T 
(第 二 報 , 完 ) 

Se HEE eS BS KE CME RL & IE TEP 
ASH EPA A IC ET C2) ae sede eran aa nie sns 
筑前 國 志 賀島 産 火成岩 の 分 化 現 人 名 に 就き て C3 CAD …… 
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義 ile 
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ea 
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5 次 Ef 
fa 城 


PR ETERS > she AR is ft RK CER FD 
(iH 7 YARN UT RU RARE: 7 ORPAK 


X Bab LO He At 


FARE ECB = WOE CZ DJ) 
22 PS RAE GS 40 88 Pt a © Fr pes IC > TC 
Be RE © EDK EERE Th BIC PA 3 DEAE SADE, 
AUCHE BOA DE, SEE MEE D REYRIC HEC 

We Beas IC MS SB PAE Ree 
BEI IC IL 2 BPHISK 
沖縄 漠 俺 塊 に 就 で ese aire 
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AA A De He 
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Ai yh BE De Se 


Fi A i EE PE 外 3 件 
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es ss ee ene 


ee er eee ee vs teat 


10002C 以 下 に 於 ける 右 英 より クリ スネ トバ 
ライ トー へ の 剛 換 及 基 の 二 三 の 性 質 MTS 件 … 


Se BL Hi Ft Be FAP Fi O MALATE SE 外 48 件 = 


BUS PRIS L SHESDTRD AI 外 22 PE 
Be ae ee 
Be 26 件 


, Dickite,Beidellite 及び 
Nontronite の 熱 水 合成 外 36 件 


右 炭 の X 線 的 研究 外 12 件 
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